
2018年度「機械工学振興事業資金」助成事業
２．３．１「メカライフの世界」展（2018年度「機械工学振興事業資金」助成行事）     

申請組織 開催日 行事名 会場 参加人数

2018.8.6 航空機適用を目的とした複合材料の紹介 北海道大学 工学部 392名

2018.10.20，10.21 EVカーを分解・組み立てを体験し、そのテクノロジーを理解しよう 釧路工業高等専門学校 40名

2018.8.25,8.26 さわって動かす機械とロボット 一関工業高等専門学校 200名

2018.7.21,9.8～
9.10,10.6,10.20,10.21

探検しよう機械の世界！ 八戸高専機械工学科 600名

2018.5.12 メカをさわって楽しむ！ 福井工業高等専門学校 486名

2018.8.4 ふしぎなとぶおもちゃ マグヌスコップ 富山県立大学 342名

2018.9.2，9.9 親子、友達と作る「ぶつからない」くるま
糸魚川田沢地区公民館,糸魚川市
立田沢小学校

334名

2018.9.23 自作ロボットの実演 須坂市市民体育館 300名

2018.10.27 鳥人間コンテスト参加を目指した滑空機 金沢大学 1,000名

2018.10.20，10.21 身近な材料で流体に関わるおもちゃを作って遊ぼう！ 東京工業高等専門学校 1,600名

2018.10.20, 10.21 「メカライフの世界」展　わくわくどきどき、メカニカル2018 群馬大学理工学部桐生キャンパス 2,710名

2018.11.4 先進複合材料でサンドイッチ材をつくろう 日本大学生産工学部 101名

東海支部

2018.8.10,
2018.10.20～10.21,
2018.10.6～10.7,
2018.11.10～11.11,
2018.12.21

「メカライフの世界」展

三重大学,
鈴鹿工業高等専門学校,
豊田工業高等専門学校,
沼津工業高等専門学校,
岐阜大学

2,403名

関西支部 2018.11.17 「メカライフの世界」展 バンドー神戸青少年科学館 1,090名

2018.4.24, 7.3, 7.24,
7.22, 7.23, 11.3,
11.4

ＥＶ講演会～ＥＶシフトの潮流を読む～ 弓削商船高等専門学校 514名

2018.7.1, 9.8, 12.9 呉高専ミニロボコン 呉工業高等専門学校 470名

2018.7.26, 7.28,
2019.2.23

松江工業高等専門学校企画　連射のできるゴム鉄砲をつくろう！～みんなの知
らない工作機械とレーザー加工体験～

松江工業高等専門学校, 江津市総
合市民センター，三刀屋文化体育
館アスパル

93名

2018.8.9, 9.2, 11.10
松江工業高等専門学校企画　作って学ぼう“飛ぶ"しくみ-クイズ大会＆ペー
パーグライダー工作教室-

川津公民館,朝酌小学校,津田小学
校

93名

2018.8.18 ソーラーカー・エコカーの仕組みを学ぼう 香川高等専門学校 80名

2018.10.6, 10.7
水産大学校学園祭（海燕祭）における研究室公開「海洋・水産に関わる機械工
学」

水産大学校 40名

2018.6.30，10.13，
10.14

大分高専ロボット展 大分工業高等専門学校 1,000名

2018.8.5 熊本高等専門学校オープンキャンパス2018　｢ものづくり体験をしよう｣ 熊本高等専門学校八代キャンパス 550名

2018.8.5 2018メカワールド　in　Kagoshima　University 鹿児島大学 200名

2018.8.10 メカライフの世界展　ようこそメカニカルワールド2018へ 佐賀大学本庄キャンパス 90名

2018.8.25，8.26 ロボメカワールド　～ロボット技術と機械工学～ 北九州工業高等専門学校 700名

2018.9.23 秋のロボット運動会２０１８ 九州産業大学理工学部 43名

2018.10.7 サイエンスワールド２０１８ 九州大学 850名

2018.10.13，10.14 地方発　親子で体験メカワールド2018 日本文理大学 500名

2018.10.20，10.21 楽しいメカニカルワールド 長崎市科学館（長崎大学） 7,500名

2018.10.27 工作体験　手こぎボートを作ろう 鹿児島工業高等専門学校 50名

2018.11.3 メカトピア２０１８ 久留米工業高等専門学校 100名

2018.11.3 夢科学探検２０１８ 熊本大学黒髪南キャンパス 400名

2018.11.4 はしではしをつくろう！材料力学と機械力学の世界 佐世保工業高等専門学校 100名

2018.11.4
発展するメカ　－ロボットと遊ぼう－／お湯で動く機械　低温度差スターリン
グエンジン

大分大学旦野原キャンパス 156名

2018.11.5，11.24 第58回工大祭「Go to ∞」 九州工業大学工学部 200名

2018.11.11 体験！身近なエネルギー＆フォーミュラカー 北九州市立大学 113名

2018.11.18 ものづくりを体験しよう 宮崎大学 200名

2018.11.18 「メカライフの世界」展　ようこそメカワールドへ 都城工業高等専門学校 700名

2018.11.23，11.24 造大祭2018　メカライフの世界展 長崎総合科学大学 83名

2018.12.1 ちびっ子エンジニアリング体験教室 琉球大学 71名

合計 40件 26,494名

北海道支部

東北支部

北陸信越支部

関東支部

中国四国支部

九州支部



２．３．２　その他（2018年度「機械工学振興事業資金」助成行事）     

申請組織 開催日 行事名 会場 参加人数

2018.8.19 函館高専メカニズムフェスティバル 函館市千代台公園陸上競技場 300名

2018.10.3 平成30年度五稜郭ソーラーカヌー大会 函館市特別史跡五稜郭跡 115名

2018.7.27 第12回学生のためのなるほど技術者講演会 茨城大学 水戸キャンパス 118名

2018.9.1 平成30年度　第25回小中高生向けイベント　メカメカフェア2018 スマーク伊勢崎 1,663名

2018.8.2，8.3 小中学生のための夏休みメカ教室 日本科学未来館 240名

2018.8.7，8.8 夏休みサイエンススクエア2018「おもしろメカニカルワールド」 国立科学博物館 79名

2018.6.23 東海支部シニア会 2018年度交流会 刈谷市総合文化センター 26名

2018.8.23 小・中学生のためのものづくり体験教室 トヨタ産業技術記念館 52名

2018.10.25,10.26 第７回機械工学基礎講座「機械設計」
名古屋市中小企業振興会館（吹上
ホール）

21名

関西支部 2018.8.4，8.5，8.18 シニア会「親と子の理科工作教室」(京都市、堺市、神戸市)
京都鉄道博物館、堺伝統産業会
館、バンドー神戸青少年科学館、
堺市教育文化センター

140名

九州支部 2018.8.4～11.3 おもしろメカニカルワールド 九州各県 414名

流体工学部門 2018.8.11，8.12 第24回流れのふしぎ展 日本科学未来館 3,100名

動力エネルギーシ
ステム部門

2018.8.7 「機械の日」動力エネルギーに関する親子見学会 鉄道総研、IHIそらの未来館 45名

環境工学部門 2018.7.26 手作りで音を楽しもう－環境にやさしい夏休み親子向けイベント 東芝未来科学館 52名

2018.5.19，5.20 小中学生向け"ものづくり"体験・展示企画「Techno Factory」 東京大学　本郷キャンパス 5,000名

2018.7.14，7.15 コンピュータ支援ものづくり体験 九州工業大学情報工学部 61名

2018.12.4 特別講演会「ものづくり最前線」
DMG森精機株式会社 東京グローバ
ルヘッドクォータ

41名

ロボティクス・メ
カトロニクス部門

2018.3.24，3.25 第21回ロボットグランプリ
東京都立産業技術高等専門学校
荒川キャンパス

340名

宇宙工学部門 2018.9.4 実践セミナー「観測ロケットSS-520／超小型衛星TRICOM-1Rに関する講演会」 東京工業大学 19名

技術と社会部門 2018.11.10 第8回低温度差スターリングエンジン競技会・発表会 大分大学旦野原キャンパス 19名

2018.6.16，6.17 第30回知能ロボットコンテスト スリーエム仙台市科学館 1,400名

2018.7.29 夏休みキッズ科学技術セミナー
北海道科学大学　ロボティクス工
房

60名

2018.9.29 第18回ロボット・トライアスロン札幌大会 札幌市立大学芸術の森キャンパス 112名

合計 23件 1,991名

北海道支部

関東支部

東海支部

生産加工・工作機
械部門

一般



2018年 6月 12 日

2018年度機械工学振興事業実施報告書

以下のように,助成いただいた事業について実施いたしましたので,報告いたします。

実施責任者名 :芳賀正和 (機械工学科学科長)

実施者 :亀山建太郎 (機械工学科)

行事名 :メ カライフの世界展

開イ径日 :2018/5/129:00‐ 16:00

会場 :福井工業高等専門学校

参加人数 :486人

機械工学の楽しさを伝えることを目的としたイベント「メカライフの世界展」を,2018

年 5月 12日 (土)に福井工業高等専門学校のオープンキャンパスに併設する形で開催い

たしました。内容としましては,ロ ボット部による活動紹介と昨年度 NHK高専ロボコン
に参加したロボットのデモンストレーション (写真)をはじめ,機械工場では設備の説明

やカロ正品の展示,各研究室においては研究紹介などを行いました。本イベントは,広く市

民の皆様を対象としたものであり,高専に興味のある中学生をはじめとして,家族連れで

の参加も多く,今年は 500名 弱の方にご来場いただきました。

来場者からは,「 どうしたらこんなロボットを創れるようになるのか」という興味から

出た質問や,「機械科と電気科では卒業後に就ける仕事にどんな違いがあるのか ?」 とい

つた,エンジニアとしてのキャリアを見据えた質問をいただき,学外の方々のものづくり

および理工系キャリアに関する高さを感じることができました。

本イベントは「伝える」という目的で実施いたしましたが,学外の方々の気持ちを「知

る」ことができたという点についても有意義でした。今後も,そのような興味関心を具体

的なものにしていけるような活動を心掛けていかなければならないと気づかされるイベン

トでした。

~生
、li



平成30年度 メカライフの世界展 報告書

1.事業名 : 鳥人間コンテス ト参加を目指 した滑空機

2.実施年月日 : 平成 30年 10月 27日 (土 )

3.会場 : 金沢大学自然科学本館 1階アカデミックプロムナー ド

4.企画実施者 : 鳥人間コンテスト同好会 鶴瀬康介 (機械工学類 2年 )、 他 4名

5,来場者数 : 総数 約 1000人

6.企画実施内容 : 鳥人間コンテス ト同好会は読売テレビ主催の「鳥人間コンテス ト」
出場を目指 して活動している。金沢大学で開催されたオープンキャンパス「ふれてサイエ

ンス&て くてくテクノロジー」では製作している滑空機を「メカライフの世界展」として展

示した。多数の小中学生、OB、 地域の方々にご来場いただき、「どのくらい飛べるのか」

や「どんな材料を使つているか」等の質問があり、同好会の活動と入力飛行機に興味を持

つて頂いた。
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平成30年度 『メカライフの世界」展 報告書

1.テーマ名 :

(a)作って学ぶロボット技術 ～親子,友達とつくる「ぶつからない」くるま

(b)講演「サービス回ボットの世界」

2.実施年月日 :(a)9月 2日 (日 )](b)9月 9日 (日 )

3.企画者 :

(1)大学 。高専名 :新潟工科大学

(2)研究室名 :フ ィールドロボティクス研究室とロボット研究部に所属する学生

(3)企画実施に参加した学生 :

(a)野澤俊介!石川 涼美,岡田 ′凌,丸谷 玲央l米山 聡志,寺田 晴貴,春日 大輔
(b)野澤俊介,石川 涼美,岡田 凌,丸谷 玲央,米山 聡志

4.来場者数 :(a)32組 の親子.20名程度の見学者 (b)250名 (児童,教職員,保護者,地域の
方々)

5.企画内容

(1)糸魚川市の田沢地区公民館 (糸魚川市大字田海13-2)と新潟工大学との共済により,親子
で参加できる工作, プログラミング教室として企画した。子ども達は新潟工科大で開発途

中の教材を組み立てた後,プログラムにより壁を感知するパックしながら方向を変える動
作をプ回グラミングする予定であった力比 予定より時間がかかったため,あ らかじめ用意
したプログラムを使用して動作の確認を行った。

(2)糸魚川市立田沢小学校のPTA親子行事で新潟工科大学の大金一二准教授が「フィール ドロ

ボットの世界」という演題で講演を行った,講演では,多数のユニークなロボットが子ど
も達にもわかりやいような映像で紹介された。また,講演の最後にはロボットの体験操縦
やヘッドマウントディスプレイを使用したドローンのFPV体験などを行い子ども達の歓声

が上がってた.

6.企画報告ホームページ :用意なし.

7.写真 :次ページを参照

8.収支決算 :

(a)次ページ参照

(b)講演終了後の国ボット操作体験等のアルバイト代は大学より支給
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収支決算

単価   数量 合計    備考品目

収入合計

収入 321 ¥48,0001参加者より.9/2作 って学
―      |ぶ ロボット技術

¥63,000 ¥63,000公民館より 9/2のアルバイト代

500

1

¥29,000

工作教室参加費 (教 | ¥1

材費)      |

機械工学振興事業資

金より

| ¥170,0001

¥30,0001   1   ¥30,000

大学,研究室より  ¥29,0001  1

支出合計

支出

¥11000. 30. ¥30,000.領収書あり.9/2作 って学
―
ぶロボット技術

¥63,000工作教室 :学生7名分.9/2
作って学ぶロボット技術

¥170,000

¥2,200. 351

¥1,0001 63

¥77,000教材―式

教材準備学生アルバ

イト(9/2の準備)

教室学生アルバイト

(9/2)



2018年度機械工学振興事業資金報告書 (東北支部 )

「
メ カ ラ イ フ の 世 ゴト」 ―   幸限告 書

1 テーマ名 探検しよう機械の世界 !

:2018年 7月 21日 ,9月 8日・ 9日 , 10月 6日・ 20日 ・ 21日2 実施年月日

3.企画者 :

(1)大学・高専名 :八戸工業高等専門学校

(2)研究室名 :機械システムデザインコース全体

(3)企画実施に参加した学生名
機械システムデザインコース本科 5年,専攻科 1・ 2年 ,約 40名

4 来場者総数 :約 600名

5 企画者から一言 (『日本機械学会誌』上での説明文となります):
「探検しよう機械の世界 !」 をテーマとして「メカライフの世界展」を開催した 風鈴を題材
とした鋳物づくり,文鎮を題材とした金属の切削加工,3D―CADによるバーチャルエ作ェ ロ
ボット制御など体験型講座を展開し,参加者に機械工学の楽しみをより深く体感していただ
いた .

6.企画報告ホームページURL:
http://www hachinohe一 ct,ac.」 p/～muser/news/news20161021 html

フ.鮮明な写真を可枚貼付してください。

8.収支決算報告 :この報告書に添付してください。



2018年度機械工学振興事業資金報告書 (東北支部)

「
メ カ ラ イ フ の J十 づ卜 」 _  報 告 書

1.テーマ名 :さわって動かす機械とロボット

2,実施年月日 :平成 30年 8月 25日 ～26日

3.企画者 :         `
(1)大学・高専名 :―関高専

(2)研究室名 :未来創造工学科 機械・知能系

(3)企画実施に参加した学生名
阿部優樹,梅木智久,佐藤克樹,八重樫―明,高橋右京 (生産工学 2年 )
小岩滉宜,後藤玲子,鈴木健太,新沼祐人 (機械工学科 5年 )
福井彩華 (機械工学科 4年 )
正木杏佳 (機械工学科 3年 )

4.来場者総数 :約 200名

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文となります)

―関高専機械工学科における研究・教育を PRするために,学国祭で実際にふれて動かせ
る機械とロボットを公開している。本年度は廃炉創造ロボコンで受賞した移動ロボットや
3Dプ リンタによる小型風車等学生の授業による作品に加えて,ILCアクティブムーバ等の
研究成果も展示し,機械工学の持つ様々な面を一般来場者に伝えた。

6.企画報告ホームページ URL

7.鮮明な写真を 1枚貼付してください。

8.収支決算報告 :この報告書に添付してください。



H30メカライフの世界展
機械工学振興事業資金報告書 (―関高専)

ILCアクティブムーノヽ@高専祭 (2018-08-25)



「 機 械  I_学 振 興 事 業 基 金 」   事 業 報 告 書

平成 31年 1月 4日

呉工業高等専門学校 野村高広

1.テーマ名 :

2.開催年月日

呉高専ミニロボコン

平成 30年 7
平成 30年  9
平成 30年 12

日)10:00～ 12:00
土)10:00～ 15:00
日) 10:00-15:00

(講習会 )

(本大会 )

(概況紹介 )

日

日

日

１

８

９

月

月

月

3。 大会会場

4.大会運営

呉工業高等専門学校 機械工学科棟 3階 M3教室

呉工業高等専門学校 機械工学分野
および 学生スタッフ

野村高広,尾川 茂,山田祐士

5.来場者数 講習会 約 20名 (受講者 10名 ,保護者 10名 )
本大会 約 50名 (選手中学生 18名 ,引率教員・保護者・応援生徒 32名 )
概況紹介 呉高専サイエンスショー来場者数 約 400名

6.概況報告
歩行ロボントによリスピー ドを競 う呉高専ミニロボコンを 9月 8日 (土)の学校見学会に併せて開
催しました.エ ン トリーした中学生は 18名 (中学校としては 3校).引率教員・保護者・見学会来
校者を含めると大会会場では常時 20名 以上の賑わいとなりました。
1台ずつのタイム計測方式による激戦の中,優勝ロボットは 4足歩行タイプの模型ロボットを競技
用に大改造 したものでした。

今回はアップダウンや トンネルを含むコースチェンジセクションを設けた通常のミニ四駆レースと

同じコースとしたため,自作の歩行ロボットで全員が完走することは困難でしたが,アイデアにあふ
れる 18台の歩行ロボットの登場に会場は大いに盛 り上がりました。
なお,本大会の事前準備としてミ 7月 1日 にニロボコン講習会を呉高専にて開催 しました。さらに,
大会後の 12月 9日 の呉高専サイエンスショーに併せて本大会の概況紹介を実施しました。

7。 大会に関連 した行事の様子

大会に向けた事前のミニロボコン講習会の様子。 大会では多くの中学生に参カロ頂きました。

8 .HP掲載等
以下の HPで紹介しました。
・平成 30年 7月 1日 (日 )呉高専日誌「公開講座 呉高専ミニロボコン講習会」
・平成 39年 9月 8日 (土)呉高専 HP「第 2回 呉高専ミニロボコン開催」大会要項および大会結果

9,本テーマの大会運営が御助成により無事完遂できました事に深く御礼申し上げます。



2018年度「機械工学振興事業資金」行事報告

【実施責任者】
松江工業高等専門学校 機械工学科 教授 高尾 学

【行事名】
作つて学ぼう“飛ぶ"の しくみ ―クイズ大会&ペーパーグライダーエ作教室―

【開催日】
平成 30年 8月 9日 (木)～平成 30年 11月 10日 (土)に 3か所で開催

【会場】
川津公民館 (松江市)

朝酌小学校 (松江市)

津田小学校 (松江市)

【参加人数】
93名

【行事内容】
一人でも多くの小学生に機械工学への興味を持つてもらい,次世代の機械分野や航空分野を担う技術者
を育むため,飛行機を題材とした工作教室を開催した。この教室は,次の流れに沿つて実施した。
(1)開講式・・・会場あいさつ,実施責任者あいさつ, 日本機械学会の紹介,スタンフの紹介
(2)我が国の航空機産業に関する授業・う。B787,Mttr,本 ングジェットと日本企業の関係について説明
(3)飛行機〇×クイズ・・・流体の性質,飛行機の開発史・速度,やなどに関するクイズ
(4)飛行機が飛ぶしくみに関する授業・・・揚力と推力を発生する主翼とジェントエンジンに関する説明
(5)ペーパーグライダーエ作・・・工作を楽しむとともに,翼の反りや上反角などの用語を学習
(6)ペーパーグライダー競技・・・飛行機(グライダー)をどのように調整したら良く飛ぶのか体験的に学習
(7)閉講式・・・競技の表彰式,実施責任者あいさつ
この教室は島根県内 3か所で実施し,開催 日,会場および参加人数は,次の通りである。
平成 30年 8月 9日 (木) 川津公民館   15名
平成 30年 9月 2日 (日 ) 朝酌小学校   36名
平成 30年 11月 10日 (土) 津田小学校   42名
本行事の実施にあたり,資金をご提供いただいた(一ネ土)日本機械学会,さ らに,本行事の会場
として受け入れていただいた諸団体の皆様に対して,心より謝意を表する。





2018年度「機械工学振興事業資金」行事報告

【行事名】

連射のできるゴム鉄砲を作ろう!～みんなの知らない工作機械とレーザー加工体験～

【実施責任者】

松江工業高等専門学校 実践教育支援センター 奥原真哉
【開催日時 。会場】

平成 30年 7月 26日 (木)13:00～ 16:00・ 松江工業高等専門学校 (松江市)

平成 30年 7月 28日 (上)13:30～ 16:30・ 江津市総合市民センか― (江津市)

(開催予定)

平成 31年 2月 23日 (土)10:00～ 12:00。 三刀屋文化体育館アスパル (雲南市)

【参加人数】

7月 26日 :受講者 26名 保護者 23名 計 49名
7月 28日 :受講者 18名 保護者 16名 計 34名
2月 23日 :受講者 7名 保護者 3名 計 10名

合計 93名

【行事内容】

工作教室を通して普段見たり触れたりする機会のないレーザー加工機などの工作機械を

用いた加工体験と連射機構を考えながら組立てを行うことで子供たちの科学技術、ものづ

くりへの興味 。関心や理科教育への意欲向上に繋げ、科学技術系人材の育成に寄与するこ

とを目的として工作教室を実施した。教材は申請者が開発したものを使用し、松江工業高

等専門学校に設備されている工作機械を用いて製作した。

工作教室を以下のプログラムにより実施した。

① 松江高専 実習工場の見学   約30分
② レーザー加工機による加工体験 約30分
③ ゴム鉄砲の組立て       約1時間
④ 射的大会 (ゴム鉄砲の性能確認)約 1時間
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2018年度 機械工学振興事業資金助成行事報告書
平成 31年 1月 17日

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 水産大学校
海洋機械工学科 石田 雅照

2018年度本校において機械工学振興事業資金の助成を受けて開催した行事内容について

報告いたします。

行事名 :水産大学校学園祭 (海燕祭)における研究室公開「海洋・水産に関わる機械工学」

開催日 :平成 30年 10月 6日 (上),7日 (日 )

※ 6日 は、台風接近のためイベント中止

会場 :水産大学校 海洋機械工学科 内燃・制御実験棟,舶用機械総合実験棟,流体工学
実験室,

参カロ者数 :のべ約 4(l人

行事実施内容詳細 :

3つの研究室がそれぞれテーマを企画し,以下のように実施した

① 内燃機関研究室 (研究成果に関するパネル展示)津 田・山西・石田研究室
舶用ディーゼル機関から排出される大気汚染物質の低減を目指した研究成果につい

てパネルを使用して説明を行つた。また、内燃機関の実物の部品、ディーゼル機関に使

用される各種燃料油の展示・説明を行い、ディーゼル機関の模型を使用した原理説明を

行つた。さらに、子供向け体験として紙コップロケットによる簡易な内燃機関の原理の

説明と実演を行つた。

② 蒸気研究室 (熱電対実験,蒸気研究室実験装置の見学) 西田・大原 。一瀬研究室
蒸気原動機サイクル実験装置の説明、熱電対検定装置の紹介、さらに舶用機関シミュ

レーターの実体験を行つた。

③ 流体で遊んでみよう! 渡邊研究室

洗濯のりや塩などを使つた自分だけのスライム作り、割れないシャボン玉作りなどの

体験を通して、液体の性質や不思議さについて学べる展示を行なつた。また、ダイラタ

ンシー流体の説明、および浮力を調整できる浮沈子を使用した簡易模型を用いて、潜水

艦の仕組みを説明した。
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2018年 度 「機械工学振興事業資金」報告書

1.行事名
ツーラーカー・エコカーの仕組みを学ぼう

2.開催 日時
平成 30年 8月 18日 (土),13:00～ 16

3.会場
合川高等専門学校 高松キャンパス (香)|1県高松市勅使町 355)

4.実施責任者
所属 香川高等専門学校 機械工学科 准教授
氏名 高橋 洋一

5.運営スタンフ

機械工学科教員 2名 ,機械工学科 5年生 10名

6.参加者数
体験中学生 40名 ,保護者 20名 ,見学者 20名 合計 80名

7.報告記事
平成 30年 ♂月 /∂ 日 (土)の香川高等専門学校高松キャンパスのオープンキャンパスにおい

て,中学生を対象とした体験講座「ソーラーカー・エコカーの仕組みを学ぼう」を実施した。当

日は,事前に申し込みのあった中学生  塔に参加頂いた。また,オープンキャンパスに来校し
ていたその他の中学生や保護者,引率教員等の多くの方々に見学頂いた.     

｀

はじめに,次世代自動車研究部で製作したツーラーカーの仕組みや出場しているレースについ

て紹介を行つた。 その後,実際にソーラーカーの現物を見ながら詳細について紹介した.また,

一部の参加者に同部で取り組んでいる燃費競技用車両 (エコカー)の体験走行を行つて頂いた。

写真は,体験走行の風景である。その後,各自燃費の計算を行い,最高で 150km/Lの燃費を出し

た参加者もいた。終了後に中学生や保護者の方々

からも熱心な質問もあり,関心の高さが伺えた .

将来を担う技術者になる可能性がある中学生達が

この体験講座を通じて,機械工学分野の技術に興

味や関心を持ってくれたものと期待する。

最後に,機械工学振興事業資金の助成のもとで

本講座が実施できたことに感謝致します。また,

スタンフとしてご協力頂いた学生諸君にも感謝の

意を表します .



機械工学振興事業実施報告書
＼

講座名 EV講演会～EVシフ トの潮流を読む～
実施 日時 講演 1:平成 30年 4月 24(火 )10:00～ 12100

講演 2:平成 30年 7月 3日 (火 )10:30～ 12:00
講演 3:平成 30年 7月 24日 (火)10:30～ 12:00
オープンキャンパス 1:平成 30年 7月 22日 、23日
オープンキャンパス 2:平成 30年 11月 3日 、4日

講師名 講演 1:愛媛大学 社会連携推進機構 客員教授 佐藤員暢先生
講演 2:富士電機株式会社様 (お名前は非公開)
講演 3:富士電機株式会社様 (お名前は非公開)

受 講 者 数 講演 1:120名

講演 2:116名

講演 3:110名
オープンキャンパス 1 87名 、オープンキャンパス 281名

内容 講演 1では、今後の EVの流れを全体的に説明いただき、キーとなる

技術のポイントをご講演いただいた。講演 2、 3では、それぞれ駆動系
の技術と制御系の技術に関して、専門としている企業の技術者の方に、

現在のモータや電池の技術動向と、技術的な課題などに関してご講演

いただいた。

オープンキャンパスでは本校で作製した電動自転車やロボットをは

じめセグウェイのような倒立型 2輪車の体験乗車を行った。

講師の感想 学生の反応がよく、熱心に聴講 してお り、講師の講演にも

熱が入つた。他企業の技術者姑象ではなく、学生対象 とい う

こともあり、比較的公開しにくい技術的な課題などにも言及

でき密度の濃い講演となった。

参加者の声 現在学んでいる授業が将来 どのように役に立つのかが実感

できた。実際の企業でどのような技術が使われていた り、開

発 されているのかがので、このような講演をもつとやつて欲

しい。車に興味があったので面白かつた。 といった感想が多

かった。従来まで、外部の児童生徒や社会人を対象にした講

座を開いていたが、感想からは学生への大きな刺激 となった

ことが伺えた。今後もできる限り技術動向に即 した講演を続

けていきたい。



実施行事の風景

愛媛大学客員教授 佐藤員暢先生の「EVの潮流」講演

評1呼守鞘it.ゝ、A^

富士電機株式会社様による EV技術の紹介講演
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倒立型 2輪車や展示物を見学する来場者



平成 30年 12月 17日

機械工学振興事業資金助成事業 報告書

日本機械学会九州支部

事業名 :おもしろメカニカルワール ド

事業内容 :九州各地において,小 。中学生とそのご家族を対象としたものづくり体験イベントを開催した。九州
支部内の4会場 (長崎地区,宮崎地区,北九州地区,熊本地区)において計6回開催し,模型飛行機づくりの体験・

飛行競技大会,ロ ボット製作 。競技大会,モデルロケット製作・打ち上げおよびラジヨン操作体験など,将来を
担う子供たちがものづくりを実践する企画を実施した。支都交付金の大幅な減額などにより予算が限られた中,

開催大学 。高専所属の学会員等関係者の多大なご尽力のもと,日 本機械学会九州支部シニア会および三菱重工業

株式会社長崎造船所からの協力も得て,無事に各企画を実施した。

実施責任者 :日 本機械学会九州支部 庶務幹事 渡邊 聡 (九州大学)

開催 日時 。場所 。参加人数など

1.長崎地区
「子供と親のものづくり教室～飛行機を作つてみんなで飛ばそう !」

開 催 日:[第 1回]平成 30年 8月 4日 (土 )
[第 2回]平成 30年 8月 H日 (土 )

場  所 :長崎大学
参加人数 :[第 1回]115名 (児童 56名+保護者 55名 +見学4名 )

[第 2回]113名 (児童 56名+保護者 52名十見学 5名 )
_三許T'す=2.宮崎地区

「おもしろメカニカルワール ド～ロボコン教室～」

開 催 日 :[第 1回]平成 30年 8月 18日 (土 )
[第 2回]平成 30年 8月 19日 (日 )

場  所 :都城工業高等専門学校
参加人数 :36名 (付き添い保護者を含む)

3.北九州地区
「おもしろメカニカルワール ド～子供と親のものづくり教室

～飛行機を作つてみんなで飛ばそう 1」

開 催 日 :平成 30年 8月 18日 (土 )

場  所 :北九州工業高等専門学校

4.熊本地区
「親子で楽しむロケットとラジヨン」

開 催 日:平成 30年 H月 3日 (上 )
場  所 :熊本大学工学部,白川黒髪緑地公園
参加人数 :約 150名

収支決算 :

収入 :1,286,413円

機械工学振興事業資金 180,000円

三菱日立パワーシステムズ(株)協賛金 500,000円

事業費 606,009円

支部活性化費 404円

支出 :1,286,413円
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「
メ カ ラ イ フ の 借 ゴト」 展  幸限告 ヨE

1.テーマ名 : わくわくどきどき、メカニカル 12018

2.実施年月日 : 平成 30年 (20可 8年)10月 20日 (上 )・ 21日 (日 )

3.企画者 :

(1)大学 日高専名 群馬大学 理工学部 機械知能システム理工学科

(2)研究室名 材料力学研究室 1、 材料力学研究室 2、 熱流体工学研究室、流体理工学研究室、
ロボット研究会、ロボティクス研究室

(3)企画実施に参加 した学生名 浅川友祐、石川義輝、加藤諒、酒井健吾、高際―輝、田島侑河、
山岡航大、高橋翼、井上慶人、沖野光恒、加藤亮太、佐藤僚太、高瀬祥弥、東
呂木裕、Muhamad fikri Haqim、 Mohamed Fakhrurrazhi、 持田純、加藤裕―、
濱田享壱、新井翼、中村佳貴、石井翔太、佐藤航平、国理生、大浦聡仁、根岸
修平、半田圭佑、綿貫翔太、木村敦史、橋本真、山崎颯大、川田直人、宮内光
志郎、佐藤有香、古田樹男、磯部真史、佐々木虎之介、野川澪、水村颯太、松
井滉大、佐藤美咲、猪股諒、五木田直樹、松波由香里、永嶋宣彦、木越絢香、
西坂明音、木村安伸、橋本大樹、木村洋介、呂英露、張暁夫、田村優友、彦坂
太一、小山大輔、臓伝峰、渡遇駿介、張達宇、Harris Majdi bin lshak、 山本
竜典、磯部真史、塚本拓野、笠原善典

4.来場者総数 : のべ 2,710名

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文となります):

群馬大学理工学部の学園祭「群桐祭」の企画「サイエンステクノ教室 2018」 に群馬

大学理工学部機械知能 システム理工学科の学生が中心 となつて、「メカライフの世

界」展～わ くわ くどきどき、メカニカル !2018～ と題 して、 6つのブースを設け
た。具体的な出展内容は、 (1)UVレ ジンでオ リジナルアクセサ リーを作ろう !!、
(2)ペーパージャイロを作 つて遊ぼう !、 (3)無 回転シュー トを撃 とう !、 (4)
ペ ッ トボ トル ロケッ ト教室、 (5)ロ ボッ トと遊ぼう !!、 (6)プログラミングとロ
ボッ ト操作である。当日は、学園祭や他のサイエンステクノ教室の出展団体ともに、
こども達の興味をひく動きのある内容であったことから、多くの方々が来場された。

今回の出展内容は、こども達だけでなく保護者の方も十分に楽 しめるものであり、日

頃気にとめることの少ない科学技術、特に機械工学について、体験的に知ってもらう

良い機会になったと考えている。

6.鮮明な写真を 1枚貼付 してください。
次のページに貼付する。

フ.収支決算報告 :こ の報告書に添付してください。
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「メカライフの世界展」報告書

1.テーマ名 : 身近な材料で流体に関わるおもちゃを作つて遊ぼう !

2.実施年月日 : 2018年 10月 20(上),21日 (日 )

3.企画者

(1)大学 日高専名 : 東京工業高等専門学校

(2)研究室名 : 機械工学科 (実行委員長 :清水昭博 )

(3)企画実施に参加した学生名 :

(専攻科 機械情報システム専攻 2年 )伊原久美子、小野悠太

(機械工学科 5年生)福田千遥、日中徹哉、鈴木 雄一郎、村中茜

(機械工学科 4年生)伊藤拓海、一戸修摩、清水優太、阿形郁弥、国友佑一、

久保田智大

(電気工学科 4年生)岩澤笙

(電気工学科 4年生)白井徳真

(情報工学科 4年生)橋本隆弘

(機械工学科 3年生)田 中琉偉、阿部友哉、加藤健太郎、堀内弘太

(物質工学科 2年生)松澤流河

(1年 4組)丸山一平

4.来場者数 :約 1600名

5.企画者から一言

本企画は東京高専の学園祭「くぬぎだ祭」の機会を捉えて、近隣の小中学生らを対

象としてものづくりの楽しさを体験してもらうものでした。身近な材料を用いて、風力発

電機、スーパー竹とんば、紙とんば、三枚羽根ブーメラン、輪ゴム鉄砲、風船ホバーク

ラフトを工作し、実際に回したり、飛ばしたり、走らせたりして遊ぶ体験ができました。3

年機械工学科学生が設計製作した電動自転車の試乗会もしました。すべて無料で行

つており、幼児、小中学生と保護者、高校生、中高年者の方が参加され、終わると「楽

しかった !うれしい !」の感想を異口同音に聞けました。

6.企画報告ホームページURL: 情報セキュリティ対策中のため、未公開です。
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「メカライフの世界」展 報告書

1.テーマ名  :先進複合材料でサン ドイッチ材をつくろう
2.実施年月 日 :2018年 11月 4日
3.会場    :日 本大学生産工学部 37号館 402室
4.企画者 :

(1)大 学名   :先 進複合材料の成形を体験してみよう
(2)研 究室名  :坂 田研究室
(3)企 画代表者  :坂田憲泰

5.来場者数 1101名 (2回の総人数)
午前の部 :38名 ,午後の部 :63名

.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文になります :

はじめに,複合材料の起源,身近な材料,先進複合材料 (FRP),今 回成形体験を行うサン
ドイッチ材の特徴や使用例についてパワーポイントで説明を行った。そして,サンドイッチ
材の効果を確認するために,コア材単体,コア材と表面材 (CFRP)をテープだけでとめた
サンドイッチ材,VaRTMで一体成型したサンドイッチ材の三点曲げ試験を行い,サンドイ
ッチ材が軽量で剛性が大きいこと,サンドイッチ材においてはヨア材と表面材の接着性が重
要であることを確認した。最後に,参加者全員にCFRPの表面材 2枚とコア材 1枚を配布し,
それぞれの状態での変形状況を確認してもらいながら,サンドイッチ材の成形を行った。

7,鮮明な写真を 1枚貼付してください。
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2018夏休みサイエンススクエア

「おもしろメカニカルワールド」

関東支部 会員担当幹事
渡邊 鉄也 (埼玉大学)

関東支部では,国立科学博物館主催の「2018夏休みサイエンススクエア」に 2018年 8月 7日 (火)～
8月 8日 (木)の期間「おもしろメカニカルワール ド」のコーナーを出展した。本企画は,8月 7日 の「機

械の日」に関連した関東支部の企画として,小中学生を対象に身の回りの様々な現象が機械工学の原理

と結びついていることを実感・体感し,機械に対する興味や理解を深めてもらうことを目的としている。

今年で本企画も20回 目となり,機械工学振興事業資金の助成を受け,有意義な内容で実施することがで

き,成功裏に終わつた。本企画は, 日本機械学会の認知度の向上および理工系好きの少年少女育成の一

助になっているものと考える。

今年度の「おもしろメカニカルワール ド」では,科学博物館の方針で,1団体 1企画となった。昨年は
5企画であつたことから,厳しい状況であつた。今年度は昨年の 5企画の中から,シニア会にお願いする

ことにし,2日 間の下記出展を行つた。

[工作]歩行するロボットを作ってみよう

シニア会の企画は Web抽選の申込によつて参加者を受け付けた。当日までにキャンセルが生じた場合

には,企画開始前にキャンセル待ちをしてもらい,企画開始 20分前に空き枠を埋める作業を行つた。 1

回当たり10名 を定員とし,1日 4回実施した。1日 目は 39名で,連絡無しのキャンセルが1名 あつた。

2日 目は40名 でキャンセルは無く,合計 79名 の参加者が工作を行つた。内訳は小学校 1年生が 14名 ,2

年生が 18名 ,3年生が 11名 ,4年生が 16名 ,5年生が lo名 ,6年生が 5名 ,中学 1年生が4名 ,中学 3

年生が 1名 であつた。男女比率は約 41%が女子であつた。

工作の指導員は 1日 目が私を含めて 10名 ,2日 目は 11名であつた。参力日者は 1回当たり10名であつ

たので,一対―の指導を行つた。工作キットの対象年齢は 10歳以上であったため,小学校 1年生につい

ては足を付ける前まであらかじめ作成したものを用意し,2年生については,電池ボックスとスィッチま

で作成したものを用意した。工作自体は部品数が多いため比較的難しく,シニア会はあらかじめ練習を

行つており,非常に丁寧に指導を行つていたのが印象的であつた。また,参加者や付き添いの親御様も

大変満足した様子で,大盛況であつたと思います。

科学博物館では,次年度も 1団体,1企画になると思われ,また,公募制であるので,不採択にならな
いよう注意が必要である。

最後に,ご協力頂きましたシニア会の方々,国立科学博物館の職員の方々,関東支部の職員の方々に,

ここに深く感謝申し上げます。関東支部では内容の充実を図りながら今後も実施していく予定です。皆

様のご協力を引き続きお願い申し上げます。



おもしろメカニカルワール ドの様子

■収入             (単 位 :円 )

■支出 (単位 :円 )

科目 決算額

機械工学振興事業資金 ¥200,000

関東支部より ¥0

参加費 (材料費) ¥39,500

合計 ¥239,500

科目 決算額

教員日幹事 旅費交通費 ¥39,628

運搬費 ¥14,474

工作材料費 ¥87,091

消耗品購入 ¥3,348

職員交通費 ¥660

合計 ¥145,201



茨城ブロック「第 12回、13回学生のためのなるほど技術者請演会」実施報告

関東支部 茨城ブロック

なるほど技術者講演会実施貢任者 茨1成大学 西 泰行

茨城ブロックでは 2018年機械工学振興事業資金の助成を受けて′「学生のためのなるほど技術者請演会」

を実施しました.本講演会は 2回 (夏 :第 12回′冬 :第 13回 )に分けて開催されました .

本請演会の目的は,大学 1年生や高専 4年生などの専門教育を学び始めた学生を対象とし,技術者として

の心構えや「ものづくり」の素晴らしさを認識させることと,自身の将来像をイメージさせて学習モチベーシ

ヨンを向上させることです.主として機械工学関連分野の第一線で活躍する合計 5名の技術者の方々から′業

務内容の紹介と現在の技術開発】犬況や関連技術ァ子支術者としての心構えなどについてご請演いただきました .

①第 12回請演会

1.行事名   第 12回学生のためのなるほど技術者講演会
2.開催日   平成 30年 7月 2フ 日 (金)14:20～ 1フ :20

3.会場    茨城大学 水戸キャンパス 理学部 G棟第 8講義室 (茨 1成県水戸市文京 2-1-1)
4.参加人数  118名

5.実施報告

請演のタイ ト)レおよび講師は以下の通り.

(1)14:25～ 15:15「建設機械メーカのモノづくり」

日立建機株式会社 中嶋 徹 氏

(2)15:20～ 16:10「茨城県産業技術イノベーションセンターの紹介と材料評価試験業務」

茨城県産業技術イノベーションセンター 石川 裕理 氏

(3)16:20～ 1フ :10「 日立の回ボティクスと未来社会を創る技術者に求められるもの」

株式会社日立製作所 有坂 寿洋 氏

図 1,2に本語演会の様子を示す。講演会に参加した学生からは′請演内容や業務内容に関する多くの質問

があり′講演会終了後も学生自身の将来に関する多くの質問があった。アンケー ト結果から約 8害」の学生がァ

今回の請演内容に興味を持つていることが分かつた。また,約 480/0の学生が請演内容を「難しい」′あるいは

「やや難しい」と感したようであったが′約 8フ
0/Oの学生から今回の講演内容が「自身の将来に役立つ」とい

う評価を得ました ,

②第 13回講演会

1.行事名   第 13回学生のためのなるほど技術者請演会
2.開催日   平成 30年 12月 14日 (金)14:20～ 15:50



3.会場    茨城大学 日立キャンパス エ学部 El棟 10番教室 (茨城県日立市中成沢 牛 12-1)
4.参加人数  フ9名

5.実施報告

請演のタイ トルおよび講師は以下の通り.

(1)14:22～ 15:05「本格到来 !多様性と自己選択の時代の技術者には,知恵と勇気と根気が必要」

株式会社福祉用具サービスもんちゃん 佐藤 剛 氏

(2)15:05～ 15:48「ロボット・AI技術から考える未来の技術者に求められるもの」

株式会社日立製作所 有坂 寿洋 氏

図 3,4に本語演会の様子を示す。請演会では,学生から講演内容や業務内容に関する質問があつた.アン

ケー ト結果から約 フ60/0の学生が′今回の講演内容に興味を持っていることが分かった.また,約 800/Oの学生

が請演内容を「適度」と感しており′約 910/0の学生から今回の講演内容が「自身の将来に役立つ」という評

価を得ました .

ご講演にご協力いただいた計 5名の講師,および本語演会開催にご協力いただいた方に感謝するとともに′

今後も若い機械系技術者育成のため講演会事業を推進していきます .

図 1 第 12回請演会の様子 1 図 2 第 12回講演会の様子 2

図 3 第 13回請演会の様子 1 図 4 第 13回請演会の様子 2



事業報告書

平成 30年 9月 3日

〒376-8515 群馬県桐生市天神町 15-1

群馬大学大学院理工学府知能機械創製部門

(―社 )日ラ辮筋時会聞藉塔蹴篤ブロック幹事

教授 鈴木 孝明
TEL: 0277‐ 30‐ 1579

E―mail:suzuki.taka@gunma_u.acjp

1.事業名称   平成 30年度 第 25回小中高校生向けイベント メカメカフェア 2018
2.主  催    (― 社)日擁 聞縛璃Б僻馬ブロツク)倍脚脚彦ブロック長l
3.後  援   群馬県,伊勢崎市,伊勢崎市教育委員会,上毛新聞社,卜lHK前橋放送局 ,

群馬テレビ,エフエム群馬,群馬大学理工学府,群馬大学こうがくクラ
ブ,群馬大学科学技術振興会,群馬地区技術交流研究会

4.開催場所   スマーク伊勢崎 (群馬県伊勢崎市西小保方町 368)
5.開催日時   平成 30年 9月 1日 (月 )10:00～ 16:00
6.参加者数   1663名 (来場者 :1497名 、出展者等 :166名 )
7.入 場 料   無料
8,実施概要
メカメカフェアは,群馬県内の小中高校生を対象に,機械,科学および技術の楽しさを体
験していただくことを主旨として,(―社)日本脱腐詫郎彫醇著呂僻馬ブロック)が主催ヒ 毎年
開催 しているイベントであり,本年で 25回 目を迎えた .

今年度は,小倉クラッチ (株),サ ンデン・ホールディングス (株),(株)SUBARU,SUBARU>
クノ(株),(株 )ミ ツバ,群馬工業高等専門学校,群馬自動車大学校,群馬大学次世代 EV研究
会,群馬大学次世代モビジティ社会実装センター,群馬大学紫会,群馬大学大学院理工学府
知能機械創製部門から計 11件の出展があつた。内容としては,屋外 2人乗りEVカ ーの試乗 ,
屋内用小型パー‐ソナルモビジティの試来,四輪馬区動ミニカーの走行実験,様々な高機能で面
白い自転車の試乗, 自動運転車両 (小型バス)や燃料電池自動車の展示,ブ レーキやセンサ
の動きをゲーム形式で体感, 自動販売機の内部の仕組みとからくりの展示,空気や液体に関
する科学実験, ドライビングシミュレータ,紙一枚でできるプロペラ製作など,実に多岐に
わたった .

当日は天候に恵まれ,多くの家族連れで貝辰わつた.子供たちは目をキラキラとさせて,展
示物に見入つたり意外な動きにびつくりしたりしながら,展示スタッフに熱心に質問する様
子も見受けられた。また,子供たちの保護者である大人たちも,身の回りの機械の中に含ま
れる様々な技術を知り,関心を深めている様子であった。このように,参加者は,様々な科
学。工学技術を生で体験し,普段話す機会のない企業研究・開発者,大学生や大学教員とも交流
を深め,大変満足された様子であつた。子供たちの理科離れが問題視されて久しいが,本質的に
子供たちは動くものやメカ (機械)が好きな様子であり,その興味をさらに引き出し,理科や技術に

射する関心を高めることができたものと考えられ,当フェアの開催目的は十分達成できたものと思

われる。

最後に,助成ならびに後援をいただいた各団体,出展者の皆様,当 イベントの事前準備か
ら当日の運営にご協力いただいた群馬大学,こ うがくクラブ,群馬大学大学院理工学府知能
機械創製部門の教職員,学生諸君,ま た,会場施設を提供頂いた商業施設スマーク伊勢崎関
係各位のご協力に感謝の意を表します .



「平成 30年度 第 25回小中高校生向けイベント メカメカフェア 2018」 の当日の会場の様子

開場直後から多くの来場者が訪れた 不思議な理科実験に興味深々

ドライビングシミュレータでの運転体験 二人乗 りEVに親子で試乗

屋内用一人乗りEVで名 ドライバーに変身 自動販売機などの機械のからくり体験

四駆つてすごい ! ブレーキ ンサの動きをグームで体感



日本機械学会関東支部東京ブロック

イベント報告書

東京ブロック長 西 義久,文責 企画幹事 長澤 純人

東京ブロック企画として,「′卜中学生のための夏休みメカ教室」を日本科学未来館にて行いましたの

で、ここに報告いたします。

イベント名 :「機械の日B機械週間」記念行事 小中学生のための夏休みメカ教室
「ロボットを作つて動く仕組みを考えよう !」

運営委員 :桑名運営委員、高橋運営委員、玉置運営委員、長澤運営委員、西ブロック長、藤野副ブロック長

(50音順 )

開催日:2018年 8月 2日 (木 )、 3日 (金)13.00～ 17.00(各日同内容で実施 )

会 場 :日本科学未来館 木星ルーム (東京都江東区青海 2-41)

参加者 :8月 2日 120名 以上 (小中学生 38、 スタッフ25、 父兄および見学者 60程度)

8月 3日 120名 以上 (小中学生 41、 スタッフ 26、 父兄および見学者 60程度)

内 容 !

開会の挨拶(西副ブロック長(両 日))の後、メカ先生(石川氏、芝浦工業大学 学部生)によるメカ授業

が行われた。今回製作する工作キット(タミヤ製 :リモコン・クワガタムシエ作セット)の特徴 (モータ原理Ⅲ

ギア用途、差動駆動機構の操作法)などについて講義いただいた。続いてもう一人のメカ先生(浅村氏、

芝浦工業大学 学部生)による競技会ルール説明が行われた。

その後、6つのテーブルに分かれて、メカキットの製作実習を行つた。テーブル毎に基本 6～ 7名の小

中学生に対して、キット製作を補助するチューター役 (メカリーダー)の学生を合計 18～ 19名 (1テーブル

に約 3～4名 )画己置した。また、運営委員は、教室の進行管理と同時に、製作の遅れがちな参加者の補

助や見学者 (引率含む)に対応(過去に製作したメカキットで遊ばせるなど)した。

参加者はメカの製作を完了した後に、動作を確認したり、用意した改造用パーツをパーツセンターで

貰つて改造に取り組んだり、シール等を用いてそれぞれのメカの装飾をした。およそ全ての参加者が

キットの製作を完了するのに1時間 30～ 45分を要した。改造は最も時間が取れた参加者でも30～ 40分

間であつた。

続いて、製作したキットを用いて、競技会(約 30分 )を行つた。競技はフィールド内に設置されたプラス

チックコップ3個をフィールド外にまで移動させるタイムアタックとし、タイムの速さを競う個人戦とした。

競技会後に表彰式を行い、各日の 1～ 3位およびデザイン賞(設計が優れていたものを選出)には賞

状と賞品を贈呈した。デザイン賞に関しては玉置運営委員から受賞の解説を行った。その後、長澤運営

委員よリキットを使つたプログラミング対応改修に関してのレクチャーを行つた。

最後に西ブロック長(2日 )、 藤野副ブロック長(3日 )による挨拶を行い、集合写真を撮つて閉会した。

本年度は企画幹事の長澤が海外研修のため、東京電機大学の桑名健太先生、東京大学の高橋英俊

先生に運営委員に加わっていただき、会計などを重点的にバックアップしていただいたことを感謝致しま

す。
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感想 Lコメント:

参加者(小中学生)は機械の動作原理などを楽しく学ぶことができ、有意義なイベントであつた。今回

の工作キッHよリモコン・クワガタムシということで、可動するアゴ部位の改造による性能向上が見込ま

れたため、事前に改造用のパーツ(自分で形状変更が出来るもの)を準備し、改造パーツがあること。改

造によリメカの性能を上げることが可能であることを製作実習の際にアナウンスしたところ、ほぼ全員が

改造に取り組んでいた。自ら工夫する楽しさと成功/失敗を経験することは、参加者にとって良い経験

になったと思う。

[来年に向けた改善のための意見]

日未来館の運営ポリシー変更確認の必要性

今年度から,未来館が協賛しているイベントでなければ未来館HPやメーリングリストでの告知ができな

いことを告知依頼後に知らされた。昨年度は未来館のHPBメーリングリスト告知の効果が非常に有効で

あり、集客力に大きく貢献した。このため、今年度も同様のタイムスケジュールで未来館に告知を依頼し

たが、上記の理由により告知できない状況に追い込まれてしまった。この時点で定員は両日共に約半

分であつた。対応策として、西ブロック長をはじめとした運営委員の方々に各方面への告知をお願いし

ていただいた。このご協力によって、申込み人数が上昇した。また、情報サイト「いこ―よ」に告知ページ

を作成した.「いこ―よ」のページではキーヮードによってヒット率が変わるため,かなり多くのキーワード

を設定した。プログラミングもそのひとつで、閉会式前に応用例としてプログラミング紹介をすることで内

容に含めた。申込み締め切り直前で、閲覧数は120回を超え、その内で申込みページヘの誘導数も20

件を超えたので、一定の効果はあつたものと考えている。また、昼食も、今年度から夏休みなどの繁忙

期には出前ができなくなったことを注文時に知らされた。日程的な余裕があつたため、外部の仕出し弁

当を手配することに問題はなかったが、注文時に空箱の回収を同時に依頼しなかったため、2日 目の空

箱回収は自分たちで持ち帰ることになつてしまった。これらのトラブルは、未来館からの連絡が全くない

状況で、昨年度と同じ準備ができることを妄信してしまったことが原因である。実施2ヶ月前くらいに一度、

昨年度と同様の準備が可能かどうかを確認する必要がある。

日今加者からのキャンセル・連絡対応

2日前～実施直前まで,キャンセルなどの連絡があることを前提とする。特に今年は猛暑が続いたため

キヤンセルが多かつた。その補填として、申込受付は閉めずにおき、当日受付も行つた。特に当日朝か

ら実施直前までは、できれば統括幹事ではなく専門に対応する人員を割り当てた方がよい。

日連絡がとれない申込者

メールが届かず、電話番号の記入もない参加者がおり、案内が送れない件があつた。

日時間配分と進行

行事日程を半日(実質3時間)としているため、その時間内で組み立てH改造に割ける時間は2時間程度

である。学生やスタッフがサポートしても微妙な参加者もいるので、今年は1時間経過時に進捗を確認

することで、サポートが必要な参加者をマークできた。組み立てが遅い参加者には改造・装飾はオプショ

ンであることを早い段階で告げることも重要である。また、作り始めた後での参加者全員への説明や連

絡事項の伝達はかなり難しいので、子供たちの集中力の持続が,い配だが、開会・メカ授業Jルール説明

は最初に全部行う必要があるため、手際よくなるべく短い時間で実施する。
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にアルバイト確保・実施準備

事前の準備に時間を要するのでアルバイトの確保も含め、早目に取り組みを始めることが重要である。

日会場レイアウトの工夫

モニターが52インチのテレビなので、開会日表彰式は参加者の椅子をテレビの前に並べ、実際の工作

の時間と異なるレイアウトとした。スクリーンとプロジェクタを用意しても良いとは思うが、明るい会場でガ

ラス張りなので、プロジェクタは見づらいかもしれない。

日実施会場の検討

今年は未来館の会場費はリピーター価格で割引となった。しかし、借りる条件やサービスはここ数年で

厳しくなる一方であること、都心に近く有名な場所ではあるが、交通の使からは少し難がある会場であ

ることから、ブロック委員会で他会場の検討も必要かもしれない。

Fig.1キット作成の様子。参加者2～ 3名 にメカリーダー1名がサポートする。

日g.2競技会の様子。競技には審判と記録係、テーブルには修理係が残る。
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2018年 9月 14日
日本機械学会東海支部第67期
企画担当幹事
豊田工業大学
豊田自動織機

2018年度「小・中学生のためのものづくり体験教室」実施報告書

1.開催日時・場所と参加人員
1)日時 :8月 3日 (金)13時 OO分～ 17時 OO分
「機械の日・機械週間」企画 :本部主催の「機械の日・機本ォ或週間」記念行事と連携

2)実施内容
12130～ 1 3iOO 受付

司会進行  武野 計二 幹事
13:OO～ 13i05 開会の挨拶 佐藤 支部長代理
13i05～ 13:35 講演

演題 :「風車が回るしくみ」

講師 :豊田工業大学 教授 流体工学研究窒
半田 太郎 氏

13:35～ 1 5iOO 工作 風に向かって走る不思議なウインドカー !

司会進行  平松 俗康 幹事
指導 シエア会、豊田工業大学、豊田自動織機

1 5iOO～ 1 7iOO 産業技術記念館見学  *自 由見学、自然解散
3)場所 :トヨタ産業技術記念館 ホールA
4)参加人数 :

・ 52篭 (募集60名 )Jヽ学生50名、中学生2篭 小学生比率は96%
(昨年度 :参加人数48篭 :小学生39名、中学生9篭、小学生比率81%)
,事前申込者57名であったが、5名当日欠席 (当日の猛暑を者えると出席率良好 )。
*事前申込みが 57名あったため、◆年は会場での呼びこみは実施せす。
内訳

Jヽ学生 (1年 iO名、2年 :0侶、3年 iO名、4年 :19名、5年 117名、6年 114侶 )

中学生 (1年 :2名 )

2.まとめ
1)請演
・風車はなぜ回るのか?
ウインドカーはなぜ風に向かって走るのか?
をパワーポイントのスライドを用いて簡単な理論含め分り易く請演していただいた。

大人はもちろん、子供にもほぼ理解を得られる適切な内容であった。

2)工作
・工作指導員はシエア会 8名、

´
豊田工業大学学生 2名、豊田自動織機 2名に協力いただいた。

指導員一人当りの担当は了供 3～ 5名となり、指導には余裕をもって進めることできた。

子供たちは道具を使つて、切る 。貼る 。組立る 。色塗りする等、楽しみながら工作を

完成させ、ウインドカーレースでは一生懸命に練習して早く走らせることを体験できた。

三
康
幸

計
裕
信

野
松
藤

武
平
伊



3)イベント実施後の工作指導員、幹事のコメント
・講演のスライドは講師が子供たちにも理解を得られるように分り易く工夫した内容であり、

子供達への質問を交えながら子供たちにも者えさせることで理解を深めることができた。

・工作は子供たちが主体的に取組み、積極的にウインドカーを早く走らせる練習をして

レースで競い合う喜びを体験できる、とても盛況な雰囲気で進行できた。

4)参加者、保護者アンケート結果  (別紙資糊 1を参照)

3.決算書
支出合計 :317,211円 (予算額は50万円)

2と参照

借 βの序刃

増

(参者 :前年度311,202円 )

饉
１

ヽ

す

轄

F      O

警
・ ‐

静

l卜・ュ

武野 計三 幹事の司会でスタート 佐藤 海二 支部長代理 開会の挨拶

,ど

F

亀i

豊田工業大学教授 半田 太郎 氏 講演 レースの説明をする平松 裕康 幹事

∈

ウインドカーエ作キットと工具セット ウインドカーレースのトロフィー



ー

シエア会、豊田工業大学学生、豊田自動織機の普さんによる工作指導風景

夢中でウインドカーの製作する子供たち 積極的なウインドカーレースの練習風景

急

ウインドカーレースの予選風景 白熱したウインドカーレースの決勝風景

l憂秀者にトロフィーを授与

(向かつて右から銀賞、金賞、銅賞)

i

子供のインタビュー風景



第 7回機械工学基礎講座「機械設計」実施報告書

担当幹事 アイシン精機
SOKEN

7-2(1)

鈴村 義一
神谷 治雄

実施日:2018年 10月 25日 (木 )9:30～ 18:30(第 1日 )
10月 26日 (金)9:30～ 18:30(第2日 )

会 場 :名古屋市中小企業振興会館 (吹上ホール)
第 2会議室 (1日 目)、 第 3会議室 (2日 日)
〒464-0856名古屋市千種区吹上二丁目6番 3号

1.アンケートまとめ(総論)
参 力日者 |ま 21 ネ (昨年 20名 ) で全員が 2日 間の参加であった。昨年度と同様に企業からの参
加が 100%(Ql),所属部署 (Q2)については設計・機械系部署が67%(昨年 78%)で
あつた。年代 (Q3)で見れば 20代が48%,30代が 33%,受講目的 (Q5)は 「現在の実
務に利用」が 70%(昨年 83%)であった。受講に至った情報源 (Q6)_は 「職場」が 86%で
あつた。開催時期 (Q7)について「とても良い 。妥当」との回答者が 100%,会場について
も「とても良い、妥当」と回答したのは 95%(※ )であり、時期・会場 と )ヽ であつたと考え
られる。

(※)希望開催地が “関西"と記載があったことから兵庫県からの参加者と推定
受講前の講座内容の印象 (Q8)については, どの講座も「受講したい」が約 6割以上 (昨
年 7割以上)、 製図規格においては 95%であった。受講後の理解度 (Q10)については,
「60%以上」の割合が,材料力学では 52%(昨年 45%),機械材料学 52%(昨年 72%),製
図規格 76%(昨年 73%),機械要素 76%(昨年 44%),製図実習では67%(昨年 44%)で概
ね良好であった。今後の習得意欲 (Q10)については,「非常に大 。大」が,材料力学 48%
(昨年 83%),機械材料学 43%(昨年 78%),製図規格 67%(昨年 72%),機械要素 62%(昨
年 55%),製図実習 57%(昨年 55%)であった。昨年度に比べ材料力学、機械材料学の意欲
が低下した理由は詰め込み過ぎの講義であったためかもしれない。テキスト (Q12)について
は,「非常によい。参考になる」が 86%(昨年 78%)であった。
受講料 (Q13)については,「適切・安い」が 67%に対して「高い」が 19%であった。実
施頻度 (Q14)については,「毎年実施」が 57%,「年に数回」が 19%であつた。今後開催
してほしいテーマ (Q15)については,「機械設計で今回の各講座をもつと深く広く学びたい」
が 31%(昨年 68%)で最も高く,次いで「計測」17%,「流体」14%,「制御」H%,「熱
工学」8%、 であった。

2.アンケート結果(集骨十)

01～06 参力H者について

Ql.所属機関 Q2‐ 1.所E部署 Q2‐2.機械系部署の内訳
大学

企口, 営祟,0
公的強円

°
'`

0,6 
その他

4

旧悔,0



Q5-1.受講目的(複回)

Q4‐ 1.専門領増 (出身学部等)

Q5‐2.現在の実務の内訳

企日,0 営業,0

7-2(2)

Q4‐2.工学系学部の内訳
物理為
0

Q5‐3.将来に情えるの内駅

錦
鰯

自己啓
党,2

Q6‐ 2.会員資格

」ヒ,o

Q6‐3.昨年も今加したか

制御,0

(複回)

韓別員
10%

協賛学

Ves
メー′鳴0

知人, WEB,2

硼
賜

5



07.開催時期・会場について

Q7‐1.開催時期

あまりよ
くない

08.受講前の印象について

Q8‐1.受講前の印象【材料力学】

とても良
い

10%

あまりよ
くない

Q7‐2.開催会場

7-2(3)

とても良
い

9%

Q8‐3.【製

Q84.【機械要素】

Q8‐2.【機構材料学】

Q8‐5.【製国実習】

で

受Bし
たくない
0%

もない

(未回

答)
5%

たくない
0%

曼Bし
たくない
0%

たくない
0%

どちらで

もなし

どちらで

もない

(未回

答)
24%

曼腑し
たくない
0,`
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Q。 10受講後の理解度/今後の習得意欲について

Q10‐■.受講後の理解度【材料力半】     Qlo_2.【機構材料学】
未回害
10%
209も以下

Q104.【機械要素】
未回答 90"以上

0%
20'も以下

10%

Q10‐6。今後の習得な欲【材料力学】

ない
非常に大
10%

Q10‐9.【機械要素】

充「い

Q10‐5.【製口実習】

Q10‐7.【機構材料学】

Q10‐ 10.【製国実習】

7-2(4)

Q10‐3.【製国規格】

未回答

Q10‐8.【製国規格】

朗
財

20'も以下

兌「い

5%

20961火¬ド

2096以下

充「い

′Iヽ

5%

小
賜

7



Q。 12テキストとこついて

Q12■.テキスHこついて
参考に
ならない

少し今

Q.13ぅ 14受講料と実施頻度について

Q13.受講料について

やや安い
0%

Q。 15今後 望するテーマ

Q15‐1.希望する基礎講座(複回)

機構設計

で他の

テーマ,2

7-2(5)

Q12‐2.よかつたテキスト(複回) Q12‐ 3.わるいテキスト(複回)
機械材 材料力

学,2料学,

Q14.実施頻度について

非常に

高い

数年に1

回

10%

機構要

素,0

格,0

必要な
い

Q15‐2.機械設計 (もっと深く学びたい)

8

料学,1
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3.アンケート結果 (自由記述)

Q9.受講前に期待していたことがあれば、具体的にお書きください。

【材料力学】
。材料特性 (特に金属材料)、 設計上の材料の重要性、計算方法

【機械材料学】
・鋼材の種類や特徴、熱処理など
。材料の選び方、機械材料の仕組み

【製図規格】
・基本的な図面ルール (寸法の書き方・線の書き方など)
・製図の基本、図面ルール、図面の見方

【機械要素】
。公差の決め方、設計の基礎

【製図実習】
。簡易図面の読み取りなど簡単な製図

Qll.受講後、本講座のどういった点を改善するとよいとお考えですか。

【材料力学】
。公式が多いため内容を絞って演習問題を行いたい
。応力歪、圧縮・引張、ねじり、はりの代表的なものの演習が有ると良い
。演習問題を解く時間を増やす
。もう少し資料が欲しい
。内容がかなり多い
・時間が足りない

【機械材料学】
・鋼材種や表記法、焼き入れ・焼きなましなどについても教えて欲しい
。具体的な計算式で例題を導入 (説明)した方が理解しやすい
。内容がかなり多い
・時間が りない

【製図規格】
。時間が足りない
・もう少 が欲しい

【機械要素】
・図の読み方をもう少し知りたい

【製図実習】
・物の実物か映像などでイメージが湧くようにすると良い
。製図に触れたことの無いものにとって、何をどうすればよいかわからなかった
。具体的な例題を解説しながら製図して欲しい
。回答例を示して欲しい

9
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・全体的に内容 目が多いため、内容やテーマを絞って開催して欲しい。(開催回数を増やす)
・初歩的な資料がもう少し欲しい。
・テキストが多いため手さげ袋が欲しい。
・時間が限られているが計算時間をもう少し長くとると良い。
・講師の方の「時間が足りない」というセリフが多い。もう少しまとめて欲しい。
・全体的に内容が多くスピードが早いと感じた。事前に別資料で勉強したため、ある程度理解
できたが、もう少し科目を減らすか、内容を絞った方が初めて学ぶ人には良いと思う。業務で
図面を扱うので、製図が出来たことは良かつた。初めて描くことができ良い経験になつた。2日
間ありがとうございました。

4.講義風景

機械設計の心得 製図実習

製図実習解説

10

製図実習解説

以上
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日本機械学会東海支部シエア会 交流会 実施報告書

2017年 6月 24日 (土)15:00～ 17:00(17i30～ 夕食会)

刈谷市総合文化センター 5階 501講座室 (夕食会 :2階レストラン)

斎藤 昭則 (会長)、 田中 皓― (副会長)、 湯)|1晃宏 (庶務幹事)

笹谷 英顕 (本部委員兼運営委員)、 麻田 祐一、打田 司、大下 宰一郎

大矢 泰正、高木 和彦、田中 敏雄、谷 泰臣、中原 崇文、服部 彰二

播田 光行、藤本 正男、松原 守 (以上、運営委員)、 鈴村 義― (支部幹事)

有浦 義夫、木村 幸雄、鈴業謝用歓 祖父江 直、高野 孝義、中田 斉正

一

、渡利 賞 (50音順、敬称略、二重線は当日欠席者)予定25名
当日23名

4.議  題 :

(1)本部イノベーションセンター 人オノ「活躍。中小企業支援事業委員会 報告 (笹谷委員)

本部の人材育成。中小企業支援事業委員会の位置づけと、各支部シニア会の活動状況につ

いて報告があつた。東海支部シニア会は関西支部シニア会に次いで二番 目におJ立されたこと、

現在は全支部にシニア会が設立されていることが説明された。各支部のシニア会の活動内る

はほば似通ったものであるが、関西支部は予算規模が 120万円と群を抜いて大きく活動内容も

活発であるとの説明があつた。関西支部では支部内の中小企業への技術支援が盛んであり、

この予算は企業からの収入も入つていると考えられる。東海支部でも企業支援について過去数

回トライしたがうまくいかなかった旨の議論もあつた。これらの議論を踏まえながら、今後の活動

の方向などについて活発な討議がなされた。

(2)2017年度活動内容と担当者確認

支部のシニア会担当幹事である鈴村氏から、今年度シニア会が関わる支部行事の説明があ

り、例年同様 8月 に「機械の日ハイテクイベント」、10月 に「機械工学基礎講座」が実施されると

のことであった。「機械の日ハイテクイベント」では風車に関する講演と、風草を備えた「風に向

かって走る不思議なウインドカー」の工作を行うことが企画されており、シニア会から 8名 の工作

指導員の要請があつた。「機械工学基礎講座」も例年同様の企画で実施予定であるが、会場が

未定とのことであった。この講座に関してはシニア会から講師 3名の派遣要請があった。いずれ

も推薦者を決定し了承された。 (下記の写真は交流会の様子を撮影したものである)

このあと、2階のレストランで夕食会が行われた。
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平成 30年 8月 20日 作成

2018機 械工学振興事業資金による行事実施報告妻
行 事 名  函館高専メカニズムフェスティバル
実施責任者  本村真治 (函館工業高等専門学校 生産システムエ学科 教授)
日   時  平成 30年 8月 19日 (日 )10:00～ 15:00
会   場  千代台公園陸上競技場 (函館市)
参 加 人 数  約 300人 (児童生徒+保護者 )
ス タ ッ フ 函館高専教員 4名 +学生 21名  計 25名
内   容
1)イ カロボットIKABO-2の 展示実演と操作体験
2)函館市電運転シミュレータの展示実演と操作体験
3)高専ロボコン出場ロボットの展示実演と操作体験
4)学生たちが製作した輪ゴム鉄砲による射的コーナー
5)五稜郭ソーラーカヌー大会出場カメーの展示とPRコーナー
6)機械学会と函館高専のPRコーナー

8.行事の概要
函館市文化スポーツ振興財団が主催する「第 23回 ざいだんフェスティバル」において「函館高専メカニズ
ムフェスティバル」を実施した。多くの子どもたちと保護者らが、高専ロボコンに出場したロボットやイカ踊

りをするイカロボット等の展示実演を見学し、操作体験を大いに楽しんでいた。また、ボランティアで協力し

てくれた学生たちにとつても、参力日者に対する説明などを通してコミュニケーション能力を高め、機械工学を

学ぶ動機づけとなる絶好の機会となった。

①会場全体の様子 ②イカロボの操作体験

④市電シミュレータ操作体験とノーラーカヌー展示

以上

ホ
●

③高専ロボコン出場マシンの操作体験



平成 30年 10月 5日 作成

20呵 8機械工学振興事業資金による行事実施報告書

1.行 事 名 平成 30年度五稜郭ノーラーカヌー大会
2.実施責任者 本村真治 (函館工業高等専門学校 生産システムエ学科 教授 )
3.日    時 平成 30年 10月 3日 (日 )10:00～ 11:30
4.会   場 特別史跡五稜郭跡 (函館市)
5.参 加人数 参カロチーム 3チーム (学生および生徒 計 15人 )、 観客 約 100人 (一般観覧者)
6.ス タ ンフ 実行委員 9名 十学生 8名 計 18名
7.行事の概要
函館市を代表する観光スポットである特別史跡五稜郭跡の水堀を会場として、学生チームが製作

したカヌーによるレースを行った。カヌーは船外機により推進し、動力源としてノーラー発電で充

電したバッテリーを使用した。本行事の目的は以下の 3点である。
①自然エネルギー利用に関する市民の興味関心を高める。

②地域活性化を目指し五稜郭水堀活用の新イベントの可能性を探る。

③参加チームのもの作り成果メ九k表の場とし技術向上を目指す。

参カロチームは函館高専ソーラーカヌー愛好会チーム、函館工業高校全 国制チーム、函館工業高校

定時制チームの 3チームで、総合優勝は函館工業高校定時制チームであった。多くの市民と観光客
が観戦し、自然エネルギーともの作りへの興味関心を高めることができた。また、参加チームの学

生 。生徒は勿論、スタッフとして参加 した学生にとっても、来場者 (観覧者)に対する説明などを
通してコミュニケーション能力を高め、機械工学を学ぶ動機づけとなる絶好の機会となった。

■ 1氣

①タイムトライアルレース ②マッチレース

・ |= 善

十 十地
i"て
'ヽ
, れ・

③表彰式 ④参加チームと学生スタンフ

以 上
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「メカライフの世界展」報告書

北海道大学 工学研究院
助教 武田 量

:航 空機適用 を 目的 とした複 合材料 の紹介
:2018 年 8 月 6 日
:北 海道大学  工学部
:392名 (内 14名 本行事に参加)

平成 30年度の「メカライアの世界展」は,2018年 8月 6日 (月 )に北海道大学工学部
においてオープンキャンパスと同時に開催しました。人間機械システムデザイン部門の先生

方ならびに研究室の大学院生の皆様にご協力いただきました。本行事では「航空機適用を目

的とした複合材料の紹介」という題日で,講義と実験を来場者に体験してもらいました.本

行事の目的としては,機械構造物の構成材料として古くから用いられてきた金属材料,本材 ,

と近年急速に航空機への応用が広がりつつある複合材料の力学的な違いを 3点曲げ試験を通

して理解を深めてもらうことでした.参加者の全員が高校生で,その内訳が北海道内からの

来場者が半分,道外から半分でした_来場者の多くは複合材料の存在は知っていたものの,

なぜその利用が普及しているかまでは理解していなかった様子でした。講義では基礎的な材

料力学を説明し,実験では金属材料 (アルミ,鋼),本材,複合材料 (炭素繊維強化プラス
チノク :CFRP)の寸法,密度と二点曲げ試験による強度を実際に測定し革した。本行事によ

り,従来材料と比較して複合材料の比強度の高さが航空機の低燃費化等のメリットに繁がる

理由を来場者に知ってもらうことができました .

展示内容

・金属材料と複合材料の二点曲げ試験体験

。ボスターナミ、示による複合材料研究説明

本/斎箕方の療子

三点曲げ試験田



2018年度機械工学振興事業資金報告書 (北海道支部 )

「
メ カ ラ イ フ の 世 界 」 ―  報 告 書

1.テーマ名 :「EVカーを分解 日組み立てを体験し、そのテクノロジーを理解しよう」

2.実施年月日 :平成30年 10月 20日 ,21日

3.企画者 :

(1)大学 日高専名 : 釧路工業高等専門学校 機械工学分野

(2)研究室名 : 機械力学研究室

(3)企画実施に参加した学生名
猪又光次,今城海斗,佐々木大地,福井雄大,石田太郎,佐々木大和,鳥居塚翼 ,

大田凌雅,井川珠里,河端晴輝

4.来場者総数 : 40名

5.企画者から一言 (『日本機械学会誌』上での説明文となります):
釧路高専機械工分野では,1年生向けの演習授業として工学基礎を開講している.その
「工学基礎」における演習教材として活用している EVカーの見学と試乗を通して地域関
係者とのコミュニケーションを図り,機械工学ならびに釧路高専機械工学分野への関心を
促進する目的で本企画を実施した。参加来場者と本校関係者間の交流のみならず,本校の
教職員 日学生間の交流も十分に図ることができ,今後益々進展が期待されるEVカーの構
造,運転性,またEVカ ーに関連する機械工学関連のテクノロジーの魅力を伝えることが
できた。

6.企画報告ホームページURL
https://www.kushir o―ct.ac.Jp/blo宜 /

フ.鮮明な写真を 1枚貼付してください。



理工系大学生・大学院生・高専生を対象としたセミナー 

『 ものづくり最前線 』開催報告 

金沢大学 浅川直紀，名古屋大学 鈴木教和 

1. 日時：2018 年 12 月 4 日（火） 13:30 ～ 18:45  

2. 会場：DMG 森精機株式会社 東京グローバルヘッドクォータ 2 階 セミナー室 

3. 参加：50名（学生41名） 

4. 実施報告 

機械工学を学ぶ学生が将来活躍できる場として多様な「ものづくり」産業が存在する．本セ

ミナーでは，わが国を代表する『自動車・電機・航空機・工作機械』の各産業分野の企業で活

躍する先輩方に『ものづくりの最前線』とは何か，その実際と製品開発の裏側，仕事に対する

情熱について語って頂き，これから社会にはばたく学生に対してメッセージをおくって頂い

た．いずれの講演においても，基礎知識がなくても理解できるように導入から『ものづくりの

最前線』を丁寧に説明していただき，参加した学生にとっては各分野の理解が深まったようで

ある．以下に，各講演の概要を紹介する． 

 

【1】電動化パワートレインの ”モノづくり” 

日産自動車株式会社 パワートレイン技術企画部 エキスパートリーダー  西村 公男 氏 

自動車産業を取り巻く環境の変化は，自動車メーカー各社に電動化や知能化の観点から高い

要求を突き付けている．本講演では，日産自動車における電動化への取り組みとして，同社の

電気自動車の開発を例にとり，特に，電動パワートレインにおけるモーターやインバータ，減

速機などの最新の生産技術について説明がなされた．また，企業における生産技術部門の役割

について説明があった． 

 

【2】日立のモノづくり 

株式会社日立製作所 研究開発グループ 生産イノベーションセンタ  河野 一平 氏 

日立グループでは洗濯機や冷蔵庫などの家電製品だけでなく，鉄道車両・建設機械・自動車

部品・航空機部品・電子顕微鏡などの様々な製品を生産している．本講演では，生産イノベー

ションセンタにおける切削加工技術研究の事例を取り上げて，品質工学の手法を利用した工具

摩耗検出やびびり振動抑制技術，加工変形予測技術などの解説がなされた．また，同社が取り

組む未来のものづくり技術について紹介があった． 

 

【3】総合重工業におけるものづくり最前線 

株式会社IHI 技術開発本部 生産技術センター 加工技術部  佐々木 渉 氏 

IHIは「技術をもって社会の発展に貢献する」などの経営理念のもと，ものづくり技術と人材

の力によって，総合重工業として事業領域を拡大してきた．本講演では，主力製品である航空

エンジンや車両過給機の生産に求められるものづくり技術とその開発事例として，びびりシミ

ュレーションやNCプログラム最適化，加工条件最適化の取り組みが紹介された．また，同分野

における今後のものづくり生産技術の方向性について解説があった． 

 



【4】あらゆる機械を生み出す工作機械 

DMG 森精機株式会社 技術本部 実験部  入野 成弘 氏 

「機械を作る機械」，「マザーマシン(母なる機械)」である工作機械は，日用品や家電，自

動車，航空機などの工業製品を製造するうえで不可欠である．本講演では，身の回りの工業製

品と工作機械の結びつきを説明しながら，同社の取り組む最新の工作機械技術として，AIを活

用した熱変形補正やトポロジー最適化の応用技術などの紹介がなされた．また，多国籍にわた

る同社の特徴的な国際性について紹介があった． 

 

上記の講演の後には，DMG 森精機株式会社のショールームの見学会を実施した．最新の工作

機械がずらりと立ち並ぶショールームは圧巻であり，最先端の5軸マシニングセンタや複合加工

機、アディティブマニュファクチャリング工作機械などの実機と実際の加工を目の前にしなが

ら，同社のものづくりに対する取り組みやこだわりについて紹介があった．見学会の後には，

同社の森雅彦社長からサプライズのスピーチがあり，参加学生に対して熱いメッセージを頂い

た．講演会終了後には，講師を囲んだ懇談会を実施し，参加学生が直接講師と話をする場を設

けた．和やかな雰囲気の中，時間を忘れて熱心に質問する参加学生の姿が印象的であった． 

 

最後に，ご講演いただきました講師の先生方，会場を提供いただきましたDMG森精機株式会社

の皆様に深く感謝申し上げます． 

 

  

図1 講演会（左）および講師懇談会（右）の様子 



 

コンピュータ支援ものづくり体験 実施報告書 

	

九州工業大学	

鈴木恵友、カチョーンルンルアン	 パナート	

1.	内容	

 開催日時：2018年 7月 14日（土）、15日（日）	  

 参加人数：合計 61名	  

 実施場所：九州工業大学情報工学部機械情報工学科 

 

２．概要 

本年度は平凸レンズと凹レンズおよびそれを固定する多数の円筒リング部品をレー

ザカッターにより、記念望遠鏡の作製ワークショップを行なった。さらにイベントでは、

半導体製造技術や工作機械、CAD/CAM に関する説明を行なったあと、部品図（CAD データ）

を紹介し、レーザカッターによる加工動画を紹介し、参加者が望遠鏡を組み立てた。	

そして、半導体製造技術に関しては分解したスマートフォンの展示物を用いて、筐体

やネジなどのスマートフォンの構成部品や半導体チップに関する説明を行なった。わかり

にくいところは、必然にアニメションイラストを利用し補足した。ほか、	

・半導体プロセスでも CMP(Chemical	Mechanical	Polishing)機の紹介	

・最先端のチップの製造	

・工作機械（スマートフォンの筐体や小型ネジなどに関する内容との関連	

も兼ねて来場者の年代層により、説明も行った。	

参加者の多くは、当初、機械加工に関するイメージが浮かばない様子であったが、工

作機械で加工する様子を動画や実機で紹介することで理解を深めることができた。特に小

学生の参加者からは、CAD データと２次元ステージによるレーザ光線の走査する様子が面

白く感じたようであった。小学生を対象とした場合、小学生らが自分で望遠鏡円筒に描い

たりすることができるよう色サインペンを用意した。このように小さいごろから、ものづ

くりからの感動を実感するチャンスを掴める機会より、今後機械工学という実学を持続す

るため、広報活動を継続的にしていく重要性を改めて認識した。	

	 	本イベントの参加者は、小学生、中学生、高校生を合わせて 61名であった。最後に本

企画は機械工学振興事業資金の支援により運営された。この場を借りて謝意を表したい。	

 

 



東京大学第 91 回五月祭企画「Techno Factory」 

（生産加工・工作機械部門 企画）  

 

1． 日時： 平成 30 年 5 月 19 日（土）9:00～18:00 20 日（日）9:00~17:00 

2． 会場： 東京大学本郷キャンパス工学部２号館 

3． 実施報告 

「Techno Factory」では、学生が日頃学んだことを生かして作品を制作する学生展示や、

研究室の研究を紹介する研究室展示、来場者の方々に機械工学にまつわる物を作ってもら

い体験してもらう体験型企画などを実施しました（図１）。本年度は「学びを身近に」をコ

ンセプトとしました。来場者の方々に機械工学に関わることを体験していただくことで、身

のまわりでよく見られる物には機械工学が深く関わっているということを伝えるだけでは

なく、小さな子どもでも楽しめるものを取り入れることで、小さい頃から興味をもってもら

うということを目指しました（図 2）。 

来場者に任意で回答していただいたアンケートでも、幅広い年齢層が満足するものが提

供できたことが窺えました。以下、企画内容の概要を紹介します。 

（１） 学生授業展示 

 東京大学工学部機械工学科・機械情報工学科の授業で学生が製作した作品を展示・実演し

ました。具体的には、スターリングエンジン、ロボットやゲームの展示・実演を行いました。

機械系の学科ではどのようなことが学べるのかと同時に、エンジンなどの動作原理も紹介

しました。スターリングエンジン展示では実際に動いているものを演示し、子どもも大人も

その迫力に驚いている様子でした。ロボットの実演では多くの方がその動きに驚き、興味を

持っていただけたようでした。 

（２） 研究室展示 

 機械工学科、機械情報工学科の研究室に協力していただき、研究室の紹介や実演を行いま

した。機械工学や情報工学の分野でどのような研究がされているのか、それらの研究がどの

ように役立っているかをパネルや実機を利用して紹介しました。「学びを身近に」というコ

ンセプトの通り、一般の方にもわかりやすく、興味を持っていただけるように工夫して説明

をしました。そのためには学生側の深い理解が必要となるため、改めて勉強の場にもなりま

した。 

（３）体験型企画 

 2018 年度はパスタブリッジ、歩行ロボット、サンドブラスト、製図・コンセプトスケッ

チ、電子部品を使ったアクセサリの５つを実施しました。どの企画も非常に人気があり、定

員がすぐに埋まりました。自分の手を動かしてモノを作る経験は、来場者にとっても貴重か

つ面白い体験のようでした。 

（４）学生展示 

 プログラミング教室、ライントレースの体験を実施しました。これらは五月祭に向けて学



生が一からロボットを作るもので、来場者のみならず、学生自身にとってもものづくりを自

力で行う機会となりました。 

（５）その他 

日本テレビの情報番組「PON!」に取材を受け、5 月 21 日に放送されました。学生授業展示

の実演と説明が数分にわたり放送されました。その他いくつかのメディアの取材を通じも

のづくりの楽しさを伝えることができました。 

 最後に、ご協力いただきました全ての皆様に深謝申し上げます。 

 

 

（当日の風景） 



第24回流れのふしぎ展 開催報告 
 

 

神奈川工科大学 情報メディア学科 服部元史  

 

 

 平成30年8月11日（土）と12日（日）に日本科学未来館にて，日本機械学会流体工学部門主催と神奈

川工科大学共催により「第24回流れのふしぎ展」を開催いたしました．この２日間で約3,100人もの

方々による来場があり，例年にまさる大盛会となりました．「流れのふしぎから未来がみえてくる」

をテーマとして，（A）体験型展示，（B）「楽しい流れの実験教室」，（C）科学講演，（D）「教員

と科学ボランティアのための研修会」を実施しました．身の回りにある空気や水の流れに関して「な

ぜだろう？」とふしぎに感じる種々の現象の謎を解き明かすべく，見たり触ったり動かしたり遊んだ

りしながらの体験を通じて納得いただく趣旨で実施いたしました． 

 

（A）体験型展示（参加自由） 

 

 空気や水の流れを利用した実験装置を動かしたり触ったり見たりしながら体験していただく12種類

の展示を，スタンプラリー形式で実施しました．多くの小中学生などでブースは賑わい，順番待ちが

できるほどの大盛況ぶりでした．子供たちが体験する隣では，スタッフの説明に熱心に聞き入る親御

さんの姿が続いていました． 

 12種類の展示の内容を以下に記します．1)ドライヤーの風でボールをあやつり障害物をクリアして

いく「ボールの散歩」，2)ボールの回転を利用して直接ゴールをねらう「コーナーキック」，3)ラッ

パから噴き出す空気の速い流れでボールを捉える「ボールの封じ込め」，4)空気の粘性に妨げられな

がら筒の中をゆっくりと降りて行く「ただよう円板」，5)カップを回転させてフワッと飛ばす「マグ

ナスカップ」，6)プロペラにあたる風に向かって進んで行く「ウインドカー」，7)ボールの後ろの不

規則な渦でボールの動きに変化を起こす「無回転シュート」，8)流れの外側と内側の圧力差や遠心力

による「曲がる川の流れ」，9)風船から噴き出す空気の流れの速さで「天井に貼りつく風船」，10)終

端速度と同じ速さで下から気流を吹かすことで水滴がふしぎな動きをする「空中に浮く雨滴」，11)空

気の流れを利用した種々の競技に挑戦する「空力オリンピック」，12)目の前に水槽で水が波打ってい

るかのようにAR描画する「水槽の波」でした． 

 これら12種類の実験体験型ブースでは，スタッフによる遊び方の説明やパネルを使って現象の解説

が行われました．高校生以上の来場者の中には原理をより詳しく知りたい方も多く，大学や高専で流

体力学の教鞭をとるスタッフが対応させていただきました．終了時間ギリギリまで，楽しく遊ぶ多く

の幼稚園生・小中学生，童心に返って癒される大人の方々の姿がみられました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（B）楽しい流れの実験教室（小中学生対象，当日先着受付順） 

 

 ストローで吹いてあやつる発泡スチロール製の「雪だるま」のおもちゃを参加者が作成しで，空気

の流れのふしぎを体験する実験教室を開きました．作製したおもちゃはご家庭や学校でも実験できる

ように授業後お持ち帰りいただきました．小さなお子様は保護者の方の助けを借りて工作と実験とを

楽しみました．これが飛行機が空を飛ぶ原理と関連していると聞いて，参加者はびっくりした様子で

した．実験教室には119名もの参加者があり大盛況となりました．参考動画として，日本機械学会ホー

ムページで公開されている「楽しい流れの実験教室が紹介されました． 

http://www.jsme-fed.org/experiment/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（C）科学講演（聴講自由） 

 

 科学講演では，「見てみよう!肺の中の流れ」（平原裕行教授，埼玉大学），「流れのふしぎ」（石

綿良三教授，神奈川工科大学）と題して，２つの興味深い講演が行われ，会場は大人だけでなく多く

の小中学生を含む約100名の聴講者がありました． 

 平原先生の講演では，大昔の恐竜などまで含む地上の動物が呼吸しながら生きていけるために進化

してきた肺のふしぎを空気の流れの観点から解説いただきました． 

 石綿先生からは，空気の流れに関する種々の実験について豊かなジョークを交えて解説をしなが

ら，有志の小学生達に実演いただきました． 

 両先生によるわかりやい解説と真に迫ったジョークに，子供も大人も聞き入りながら，楽しい時間

が過ぎていきました． 

http://www.jsme-fed.org/experiment/index.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（D）教員と科学ボランティアのための研修会（事前申込み） 

 

  小・中・高校教員，科学ボランティア，教職課程学生等を対象として，流れに関わる原理や応用例

について，石綿良三教授（神奈川工科大学）を講師とする研修会が開かれました．たくさんの実験教

材が配布され，その教材を基にやさしい解説を交えながら，身の回りの流れに関わる現象のホントor

ウソ！？が紹介されました．日ごろは学校や科学教室等で講師を勤める多くの参加者も，この教材は

面白い！などと目を輝かせていらっしゃいました．教材作製のための材料の入手方法や下準備の要点

などの貴重なノウハウも提供され，研修時間があっという間に過ぎました．21名の参加者との熱心な

質疑応答を通じて，原理を正しく説明することの重要性を相互に再認識しました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜最後に＞ 

 

 開催に際して，日本機械学会流体工学部門特定事業資金と日本機械学会機械工学振興事業資金，神

奈川工科大学から助成金をいただくとともに，多くの機関・団体から後援・協賛をいただきました．

また，開催までの準備と会期中の運営に当たっては，大学･高専･高校教員と企業技術者（神奈川工科

大学，群馬大学，東北大学，東洋大学，近畿大学附属高専，東京都市大学，米子工業高専，千代田化

工建設など）18名，学生（神奈川工科大学，京都薬科大学，高校生）37名，卒業生（神奈川工科大

学）10名，一般ボランティア4名，総員69名の献身的な協力に支えられました．これら，多大なる助成

とご協力に深く感謝の意を表します． 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



No.18-115 宇宙工学部門実践セミナー 

「観測ロケット SS-520／超小型衛星 TRICOM-1Rに関する講演会」  報告書 

 

 2018年 9月 4日（火）東京工業大学 大岡山キャンパスにて、機械工学振興事業基金助

成事業 実践セミナー(18-115)「観測ロケット SS-520／超小型衛星 TRICOM-1Rに関する

講演会」が開催されました。 

最初に、世界で最も小さな衛星軌道投入ロケットとしてギネス世界記録に認定された

SS-520 の 4 号機、5 号機開発の概要と成果について、宇宙航空研究開発機構 羽生 宏人

様より講演頂きました。近年、小型衛星が注目され打上げ数が増えており、自在に打ち上

げができ短期間で成果を出せるロケットを供すること、小さい基板／小型・高性能の部品

をロケットに適用することを主な目的として開発が行われ、4号機のテレメトリ異常に対し

て 5 号機でどのような対策を行ったか、実際の打上げでどのような判断したのかを動画を

織り交ぜてご説明頂きました。プロジェクトメンバーの一員、打上部隊の一員になったか

のような感覚を覚える臨場感あふれる講演でした。 

次に、この SS-520ロケットの技術について IHIエアロスペース大塚 浩仁様に講演頂き

ました。スピン安定を行う固体ロケットとして、M-Vロケット、イプシロン、SS-520と小

さくなる度に高い技術を求められること、世界最小の打上ロケットを実現するにあたり制

御で工夫した点や、チャレンジングな軽量化を行った内容、高性能な民生部品をロケット

のアビオニクスとして、どうやって使えるようにしたか等についてご説明頂き、このロケ

ット開発で得られた技術のエッセンスを知る良い機会となりました。 

最後に超小型衛星 TRICOM-1R と、そこから発展していく今後の衛星計画について、東

京大学 中須賀 真一先生に講演頂きました。まず TRICOM-1R をご説明頂き、どのよう

なシステムとなっているかを理解した上で、3Uキューブサットがメインペイロードとなる

世界で初めてのミッションにおいて、遠地点が遠い／近地点が近い軌道などいくつかのチ

ャレンジを行いながら完璧に近い成果が得られたこと、得られたデータの内容、メインミ

ッションである Store & Forwardの内容と成果について解説頂きました。ここで得られた

技術を元にルワンダと連携して衛星開発を進めており、国際協力としての発展性と今後の

小型衛星ミッションの計画についてご紹介いただきました。小型衛星のシステムを創り上

げるにあたり必要となる内容と今後の目指していく方向について、質疑を含めて活発な意

見交換ができました。 

 

  



 

 

 

 羽生様による講演風景  大塚様による講演風景  中須賀先生による講演風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中須賀先生による講演風景 

図 講演風景 

 

参加者は学生、大学関係者、研究者、メーカ技術者等、19名で、講演後の懇親会にも 12

名が参加し、講師を囲んで様々な意見交換を行うことができました。 

 

 

１．実施担当 宇宙工学部門第２企画委員 

２．行事名  宇宙工学部門実践セミナー 

「宇宙工学部門実践セミナー」 

３．開催日  ２０１８年９月４日 

４．会場   東京工業大学 大岡山キャンパス 

石川台 3号館 3階 304会議室 

５．参加人数 19名 
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No.18-81 第8回低温度差スターリングエンジン競技会・発表会 

 

日本機械学会技術と社会部門 

工学・技術教育委員会委員長 

 加藤義隆（大分大学所属） 

 

 2018年 11月 10日，大分大学旦野原キャンパス理工 9号館にて，第 8回低温度差スターリング

エンジン競技会・発表会を実施した．8組の団体から 11作品の出品があり，19人が出席した．斉

藤氏が優勝した．当日動いた作品の動画は動画投稿サイトで紹介する予定である．一方で以前か

ら参加している主要な団体は，それぞれに動かないスターリングエンジンがあり悩んでいた．実

際にスターリングエンジンに取り組むと地道な取り組みが不可欠なのだが，そういった見所をス

ターリングエンジンの工作未経験者に説明する仕掛けが必要である． 

過去を振り返って 20人以上の出席者がいたことは 3回しかない行事で，今回も出席人数は多く

ない．しかし若い出品者がいたことは喜ばしい．催しの趣旨が取り組む者の交流の場を設けるこ

とであり，ここに出品された作品の製作に数日を要していることを考えれば，大変ありがたい．

今回，中学生からの出品があったが，これは昨年度 2017年度の第 7回低温度差スターリングエン

ジン競技会・発表会は出品者が全員大学生以上で過去に出品経験のある方とその関係者ばかりだ

った反省で，共催団体の大分大学における関連事業の活動を改善したことと関係する．大分大学

の関連事業の広報を地域に個別配布される広告に掲載するために「5時間コース」の工作教室用

のスターリングエンジンの改造も行いつつ，「2日コース」の工作教室も広告に載せた．「2日コー

ス」と言っても宿題があるので，実際の製作期間は３～４日になる．そういった工作に取り組ん

でくれる方をここでは大事にしたい．個人的には，素材から部品を加工して物を作る人が少ない

ように思っており，模型スターリングエンジンに取り組んでくれる方は，大学生以上であっても

大変ありがたい． 

 今年度は反省として，「スターリングエンジンに取り組んだ経験が無いと企業の第一線で活躍さ

れている技術者でも分かりにくいことが多い」「会場の雰囲気が入りにくく，会場の前まで来ても

中に入れず帰ってしまった方がいた」「スターリングエンジン未経験者を一目で惹きつけるような

動作実演ができなかった」などが挙げられる．次年度は改善したい． 

本報告とは別に日本機械学会技術と社会部門ニュースレターに報告記事を掲載する予定である．

http://www.jsme.or.jp/tsd/news/index.htmlからたどり，本文を参照して頂ければ幸いである．一部

の作品の映像を動画投稿サイト YouTubeで紹介する予定である．また行事の説明は別途，2019年

1月現在，http://www.jsme.or.jp/tsd/kouen/index.html からたどって参照可能である． 

大分県教育委員会，大分合同新聞，NHK大分放送局，OBS大分放送，TOSテレビ大分，ＯＡＢ大分

朝日放送，エフエム大分，J:COM 大分ケーブルテレコムに後援して頂きました．共催の大分大学

からは，関連事業の採択，大分県内の学校への広報資料の送付，月刊「ぷらざ」への広告掲載費

用の負担で配慮して頂きました．おおいた協働ものづくり展でも紹介の機会を頂きました． 
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第 21回ロボットグランプリ開催報告 

開催日：2018年 3月 24日（土）～25日（日） 

場所：東京都立産業技術高等専門学校 荒川キャンパス 

大会URL: https://www.jsme.or.jp/rmd/RobotGrandPrix/21th/index.html 

ロボットグランプリ実行委員長 琴坂信哉（埼玉大） 

 

 ロボティクス・メカトロニクス部門企画行事であるロボットグランプリを，本年は東京

都立産業技術高等専門学校荒川キャンパスをお借りして，2018年 3月 24日，25日に開催

致しました．今回で第 21回目となるロボットグランプリは，学会会員のみならず，小中学

生から大学生，一般人に対する工学技術の啓発活動として高く評価されたロボット競技会

です．今回も，昨年に引き続き，大道芸ロボット，ロボットランサー，スカベンジャー競

技の 3種目が実施されました． 

 1日目に開催された開会式では，大島まり日本機械学会会長，そして，会場をご提供頂き

ました東京都立産業技術高等専門学校を代表して田原正夫校長よりご挨拶を賜りました．

開会式に引き続き行われました大道芸ロボット競技では，女子中学生を含む計 13チームが

出展し，趣向を凝らしたパフォーマンスが披露されました．予定通りに動作しないロボッ

トもありましたが，楽しいストーリー性を持ったロボットも多く，会場ではちびっこ審査

員の厳しい視線にさらされながらも和気藹々と進みました．競技終了後には表彰式が行わ

れ，優勝チームには，大島会長より賞状および研究奨励金，協賛企業各社からの副賞が授

与されました．最後に，広瀬茂男組織運営委員長，および主催者側である日本機械学会ロ

ボティクス・メカトロニクス部門村上部門長よりご挨拶をさせて頂きまして，1日目の競技

会を終了致しました． 

 2日目は，ロボットランサー競技とスカベンジャー競技が行われました．ロボットランサ

ー競技では，参加者のレベルに応じてマイスタークラス，スタンダードクラスに分かれて

競技を行いました．参加したランサーロボットは，両クラスの合計で 66台にものぼりまし

た．また，スカベンジャー競技には，長野県上田市，北海道札幌市，福岡県福岡市からの

予選をくぐり抜けてきたチームや，一般参加のチームの合計 22チームのエントリーがあり

ました．両競技とも，最後にはハイレベルの戦いとなり，大変な盛り上がりとなりました．

競技終了後，ロボットランサー競技，スカベンジャー競技の表彰式が行われ，それぞれの

入賞者には，賞状と協賛企業各社からの副賞が授与され，無事終了致しました． 

 24 日，25 日両日合わせて 340 名近い参加者（競技参加者を含む）にご来場頂きました．

以下に，各競技の詳細な結果を記載しておきます． 

 

●大道芸ロボット競技（3月 24日） 

 大道芸ロボット競技では，日本全国から来場した女子中学生のチームを含む計 13チーム

のロボットが順次パフォーマンスを披露しました．観客の年少者から選ばれたちびっこ審



査員に札を上げて投票してもらい，審査員はこれを参考に総合評価を行いました．審査結

果は以下の通りです． 

 

大道芸ロボット競技 結果 

 優勝：お絵描き Crab （東京工業大学） 

 準優勝：はやたろう （金沢工業大学） 

 第三位：ストレスフリードミノ並べmachine （東京工業大学） 

 娯楽賞：ポリタン （大阪電気通信大学） 

 芸術賞：ピアノ演奏補助ロボット （東京工業大学） 

 奨励賞：210 （ラサール学園） 

 奨励賞：GMONI，ひえる，わくうさロボット （瀧野川女子学園中学校） 

 

 

大道芸ロボット競技の様子 

 

●ロボットランサー競技（3月 25日） 

 スタンダードクラス予選，決勝，マイスタークラスの順で競技が行われました．スタン

ダードクラスでは参加者 59チーム，マイスタークラスでは参加者 7チームでの戦いとなり

ました．スタンダードクラス上位 3 チームと特別賞 3 チーム，マイスタークラス上位 3 チ

ームがそれぞれ表彰されました．合わせて，デザイン賞，技術賞が授与されました． 

 



スタンダードクラス 結果 

 優勝：ザビエル （千葉工業大学） 

 準優勝：SIT-SCORPION 改 （湘南工科大学附属高等学校） 

 第 3位：AUN7 Arrowhead （長野県工科短期大学校） 

 デザイン賞：ヘルシェイク蒼 （日本工業大学滝田研究室） 

 技術賞：Glossostigma （鳥取大学） 

 

マイスタークラス 結果 

 優勝：LFO （極東技術結社） 

 準優勝：雷神 （日本工業大学滝田研究室 OB） 

 第 3位：Shin-Shirley typeM （電気通信大学ロボメカ工房） 

 

 上位入賞者の技術レベルは大変高く，スピードとランスの精確な制御が目を引きました．  

 

 

ロボットランサー競技の様子 

 

●スカベンジャー競技（3月 25日） 

 スカベンジャー競技では，多数の親子チームが参加し，見学者も含めて大変な盛り上が

りを見せました．参加者の層が厚くなってきたことから，一昨年度から初心者向けのビギ

ナークラスと経験者を対象とした一般クラスを創設しています．一般クラスでは，エント



リーした 10チームによる予選上位の 4チームと地方予選会からの招待チーム 6チームで決

勝トーナメントが行われました．操縦テクニックにより高得点を得るチームもあれば，様々

な工夫がされた機体を出品してくるチームもありました．ビギナークラスには 6チームの

エントリーがありました．ビギナー決勝では，予選上位 3チームによるトーナメント戦が

実施されました．一般クラスでは，「札幌日大 Sirius」チームが強さを見せつけ，決勝トー

ナメントを勝ち進み，同じく地方予選を勝ち抜いてきた「帰って来た YYK」チームをくだ

しました．ビギナークラス決勝では，「札幌日大・Over the X」チームが優勝となりました． 

 競技の結果，一般クラス，ビギナークラスそれぞれの決勝上位の 3チームに，および下

記のような特別賞が 5チームに授与されました． 

 

スカベンジャー競技 結果 

 一般クラス優勝：札幌日大 Sirius 

 一般クラス準優勝：帰って来た YYK 

 一般クラス第 3位：長井ハッピー号  

 ビギナークラス優勝：札幌日大・Over the X 

 ビギナークラス準優勝：Stink Bugs 

 ビギナークラス第 3位：全反撃 

 

 デザイン賞：チーム 吉村親子 

 チームワーク賞：チーム鉄鉱石 

 アイデア賞：オーシャン・ロータス 

 敢闘賞：ＴＥＡＭ ＲＥＩＣＨＩ 

 チャレンジ賞：ロードローラー 

 



 

スカベンジャー競技の様子 

 

 会場内には，各競技会の実施スペース以外にも大道芸ロボットの展示ブースもつくり，

多くの人々に広くものづくりの楽しさを広める助けとしました． 

 この様に毎年ロボットグランプリを行う事ができるのは，多くの企業様より協賛を頂い

ているおかげです．さらに，ロボティクス・メカトロニクス部門の全面的な支援のおかげ

でもあります．また，大会実施にあたっては，各大学から多数のアルバイト学生の協力を

頂きました．実行委員の皆様，各スタッフの皆様，ありがとうございました．最後になり

ましたが，会場を快くお貸し頂きました東京都立産業技術高等専門学校様に紙面を借りて

感謝したいと思います． 

以上 



 

1 

 

No. 18-66 JSME ジュニア会友向け 機械の日企画 

「親子見学会 ～身近な乗り物の科学技術を学び、将来を考えよう～」 

 

部門企画委員会 渡邉泰（電中研）、中垣隆雄（早稲田大学）、小池上一（IHI） 

 

将来を担うジュニア会友に、機械や工学、エネルギーに興味を持っていただくことを目的として、2018年 8

月 7 日（機械の日）に夏休み親子見学会を開催しました。本見学会は毎年開催しており、本年度は 15 回目の

開催となります。今年は鉄道総合技術研究所 国立研究所と IHI そらの未来館を訪問し、「身近な乗り物の

科学技術を学び、将来を考えよう」をテーマとして実施しました。今回は世田谷文学館との共催とし、JSME

ジュニア会から 28名（保護者含む）が、世田谷文学館からは 17名（引率者含む）の合計 45名にご参加いた

だきました。 

 午前中に訪問した鉄道総合技術研究所では、これまでに試験に使用されたリニア車両、架線・バッテリ

ーハイブリッド試験車両と大型降雨実験装置、高速車両試験台などの試験施設を見学しました。リニア

試験車両と架線・バッテリーハイブリッド試験車両では，実際に中に乗り込み、研究者の方の説明を聴

いたり、リニア車両の走行の原理の DVDを見ましたが、子供たちからは多くの率直な疑問が投げかけら

れ、興味津々の様子でした。また、大型降雨実験装置では、実際には、まず見舞われないような大雨の

中を傘をさして歩いて体感しました。高速車両試験台では、実際の車両の車輪を高速で回転することの

できる巨大な装置に目を見張っていました。リニアなどの最先端の技術に加え、安心・安全な鉄道の運

行のために、地道な試験がされている様子も印象に残ったものと思います。 

 午後は、国立駅から昭島駅まで鉄道で移動し、IHI そらの未来館に向かいました。そらの未来館では、

日本初のジェットエンジン「ネ-２０」をはじめ、多くの歴代のジェットエンジンがところ狭しと展示さ

れており、ジェットエンジンの技術と開発の歴史について、学びました。小学生には少し難しい部分も

ありましたが、実際のエンジンに手を触れ、手で羽根を回し，現物で実感できたことは、よい機会にな

りました。子供たちは、鉄道車両の大型重量物と軽量化が重要なジェットエンジンと同じ移動に使われ

る機械でも対照的であったようで、館長の方に熱心に質問する姿が見られました。また、飛行機が飛ぶ

原理などの説明も受け、一部の子供からは、真剣な眼差しで「将来、ジェットエンジンを造れるような

人になりたいが、どんな勉強をしたらよいですか？」とのうれしい質問もありました。 

参加していただいた子供たちには、見学会を題材にした自由研究作品の応募をお願いしています。優

秀作品は、日本機械学会ジュニア会ホームページ等で紹介する予定ですので、是非ご覧ください。 

最後に今回の見学会で大変お世話になりました鉄道総合技術研究所、IHI の方々に感謝申し上げます。

また、猛暑の中、熱心に見学いただいた参加者の皆様に感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇行事報告◇ 

鉄道総合技術研究所 国立研究所 IHI そらの未来館 



第１８回ロボット・トライアスロン札幌大会 

運営委員会事務局 花島直彦（室蘭工業大学） 

 

 機械工学振興事業資金の助成の下で，平成３０年９月３０日に第１８回ロボ

ット・トライアスロン札幌大会（実行委員長：三谷篤史（札幌市立大学））を開

催しましたので，その概要についてご報告いたします． 

 ロボット・トライアスロンとは，自律移動ロボットがコース上の３つの連続

した課題をこなすタイムレースで，工学系学生に対するメカトロニクス導入教

育を目的に 2001年度からスタートしました．貴助成金により第２回から全道レ

ベルに拡大し，今年度で第１８回目を迎えました．今年は昨年よりも参加者数

が増加し，６つの教育機関から３６チーム９３名，教員１６名の参加がありま

した．会場は，緑豊かな自然に囲まれたアートの発信地である札幌芸術の森に

隣接する，札幌市立大学芸術の森キャンパスでした．未来的なデザインのキャ

ンパスに，青少年から一般市民まで多くの観客が集まり，機械工学の振興に一

役買いました． 

 今年度の課題は昨年度と同じく，ライントレース，障害物回避，玉入れの３

つでした．玉入れは，ピンポン球をロボットに積み込み，ミニコーンの中に入

れる課題です．今年は，いくつかのミニコーンの周りに毛足の長いマットを敷

いて，容易に近づけないようにし，玉入れの難度を高めました．全体で１０チ

ームが玉入れに成功し，最高で２２個を入れるチームがありました．いろいろ

な機構のロボットが登場し，学生の創造性や技術レベルの高さを実感いたしま

した．さらに，完走率が６６％と昨年を上回りました．  

 第１９回大会は平成３１年９月２９日（日）に北海道科学大学において実施

する予定です．さらに詳しい情報はホームページに順次掲載していきます． 

http://www.robot-triathlon.org/ 

 最後になりましたが，本事業への継続的な御支援に対し深く感謝申し上げま

す．ありがとうございました． 



  

競技後の記念撮影 
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〒006-8585  北海道札幌市手稲区前田 7条 15丁目 4番 1号 

北海道科学大学工学部機械工学科  

教授 竹澤 聡 

TEL：011-688-2283，FAX：011-688-2283 

E-mail：takezawa@hus.ac.jp  

 

１．事業名称 夏休みキッズ科学技術セミナー 

２．主 催 北海道科学大学， 

３．後 援 一般社団法人日本機械学会，独立行政法人日本学術振興会 

４．開催場所  北海道科学大学 2号館ロボティクス工房 

５．開催日時 平成 30年 8月 5日（日） 

６．参加者数 60名（小学校 5・6年生 32 名，小学 4年以下および保護者 28名総計 60名 

7．実施概要 

夏休みキッズ科学技術セミナーは，札幌市近郊の小学校高学年を対象に，科学技術の面

白さおよび楽しさを体験してもらうことを目的として，平成 19 年度から数えること 11 年

目を迎えた継続的イベントである．今年度はロボットの構造について学び、フィードフォ

ワード制御による簡単な２足移動ロボットを製作することを趣旨とし、子どもたちとロボ

ットづくりを通じて交流を目指した．  

本年は，独立行政法人日本学術振興会の協力得て、動物の尾っぽによるロボット姿勢を

フィードバック制御で実現するために、新機構を接合させるアタッチメントを３Dプリンタ

ーで作製し機能を強化する実装の例を紹介する講座を 8月 5日（日）午前と午後実施した． 

最後に，助成を頂いた機械工学振興事業資金，実施計画，事前準備に加え当セミナーの運

営にご協力頂いた公益社団法人日本機械学会に深く感謝の意を表するとともに，今後とも

本セミナーの継続，発展に支援をお願いする次第です．  

 

 

なお、二足歩行のさらなる安定化ともにレースに勝利するための機構の改善や戦略を班

ごとに検討する時間を設けた．またギヤボックスとのアタッチメントを３Dプリンターで作

製し機能を強化する実装の例を紹介しました。ロボット製作および競技会は，受付，開講

式，オリエンテーションの後，早速取りかかった．ロボット製作は，加工と組立および動

作チェックの作業を学内ボランティアの学部生がチームリーダーとなって指導にあたった．

子供達は製作に熱心に取り組み，4人 1組で 8チームによるトーナメント戦（敗者復活も設

定）を実施した．ロボットによる 2m短距離走(時間にして４０秒強)を実施しました．表彰，

閉講式を行って終了した．セミナー当日は，参加者の子供達および保護者の熱気で会場が

満たされ，掲載写真の子供達のはじけた笑顔が見られた．  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 30回 知能ロボットコンテスト 行事報告

当学会が協賛する第 30回知能ロボットコンテス ト (主催 :ロ ボット競技会実行委員

会、他 2団体、http://―.inrOfo org/)が 、平成 30年 6月 16日 (上 )、 17日 (日 )

の両日、仙台市科学館 (宮城県仙台市)を会場に開催されました。2日 間で延べ約 1,400

名の観客を動員 (仙台市科学館発表)し、特に日曜日は、子供連れの家族などが訪れ、
それぞれ工夫が凝らされたロボットの動きに対して歓声が上がっていました。

今年は、93チームが参加 し、アイデアと技術を競いました。参加チームの内訳は、

大学生が主体であり、他に、高校生、高専生、中学生、社会人のチームとなつています。

本ロボットコンテス トは、1990年から (予備大会を含めると 1989年から)開催されて

いる日本でも最も歴史あるもののひとつであり、高度な競技内容を特徴とする完全全自

動のロボットによるコンテス トです。その競技は、競技台上に置かれている対象物をロ

ボットが自律的に発見し、所定のゴールに運ぶ速さと正確さを競うもので、チャレンジ

ャーズコースとマスターズコースの 2つの競技が用意されています。チャレンジャーズ

コースでは 3色計 15個のスポンジボール、マスターズコースでは 3色のスポンジボー

ルと空き缶、水入 リボ トルと多様化させたものが対象物となっています。チャレンジャ

ーズコースの競技は、比較的簡単なやり方でも競技に参加することが可能なルールとな

つており、またマスターズコースはかなり高度な技術を要求するようになっています。

(http://― .inrOf.org/irc/ 「競技ルール」をご参照ください)その結果、初心者
から高度のプロ技術者まで、それぞれのやり方で楽しく参加できるように工夫されてい

ます。また、本競技会の特徴として、リピータの割合が大きいことが挙げられ、本競技

会に魅せられた参加者 。観戦者の熱気あふれる大会です。

競技の結果は,別紙にてお知らせ致します。各コースの入賞チームと賞品などを記載

しておりますので, どうぞご確認をお願い致します。

本競技会は、大学教員 。学生 。有志によるボランティアベースのロボット競技会実行

委員会を中心に、日本機械学会様をはじめ、本競技会にご賛同くださる団体 。企業の皆

様の、資金的 。物的・人的なご支援により運営されています。この場をお借 りしし、関

係各位に深く感謝を申し上げます。

ロボット競技会実行委員会

代表 高橋 隆行
(福島大学 共生システム理工学類 教授)


